
Title 経済の循環、成長と農業:序説

Author(s) 清水川, 繁雄

Citation 北海道大學　經濟學研究, 11, 117-148

Issue Date 1957

Doc URL https://hdl.handle.net/2115/31031

Type departmental bulletin paper

File Information 11_P117-148.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP



経

済

の

循
環
、

成

長

と

農

業

l
l
序

設

1青

ァk

;1¥ 

繁

雄

一
、
は

し

ヵー

き

-117-

そ
の
中
の
授
業
の
占
め
る
相
対
的
比
重
が

非
農
業
と
比
較
し
て
低
下
し
て
行
く
と
云
う
の
で
あ
る
。
こ
の
事
実
は
夙
に
コ
リ
ン
・
ク
ラ

I
ク
に
依
っ
て
指
摘
さ
れ
た
所
で
あ
る
が
、

ハ1
v

農
業
は
衰
退
的
産
業
と
云
わ
れ
る
。
こ
れ
は
国
民
経
済
が
趨
勢
的
成
長
を
遂
げ
る
に
つ
れ
、

今
些
か
こ
れ
に
つ
い
て
・
考
え
て
見
た
い
。
発
展
的
産
業
で
あ
る
非
農
業
と
縮
少
的
産
業
で
あ
る
農
業
と
の
比
較
は
殊
に
工
業
と
の
対
比
に

於
い
て
こ
れ
迄
屡
々
行
な
わ
れ
て
来
た
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
ら
の
多
く
は
農
業
生
産
の
特
殊
的
性
格
と
そ
れ
に
由
来
す
る
労
働
及
び
資
本
・

生
産
性
の
低
位
成
は
労
働
一
雇
傭
の
非
流
動
性

E
H
B。
ぴ
庄
司
を
説
く
も
の
で
あ
っ
た
。
併
し
乍
ら
こ
れ
ら
の
事
実
は
表
面
的
に
観
察
さ
れ

た
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
長
期
的
な
視
野
で
問
題
を
把
え
る
時
に
両
者
の
差
異
は
よ
り
本
質
的
な
l
l
|
構
造
的
な
|
|
点
に
あ
る
。
本
質
的

な
点
と
は
何
か
?

こ
れ
に
答
え
る
道
に
は
大
き
く
分
け
て
二
つ
の
側
面
が
あ
る
。

一
つ
の
側
面
は
発
展
的
な
国
民
経
済
に
於
け
る
農
産

物
需
要
に
関
す
る
も
の

l
l需
要
の
側
面
ー
ー
で
あ
り
、
今
一
つ
の
側
面
は
需
要
を
支
え
る
生
産
側
の
適
応
|
|
生
産
の
側
面
ー
ー
で
あ

る
。
前
者
は
農
産
物
の
所
得
、
弾
力
性
の
低
世
を
取
上
げ
、
市
も
長
期
的
に
は
弾
力
性
が
逓
減
し
て
行
く
と
云
う
事
実
か
ら
、
非
農
業
と
比

経
済
学
研
究



経
済
の
循
環
、
成
長
と
農
業

清
水
川

較
し
て
生
産
物
需
要
は
相
対
的
に
伸
び
情
み
の
状
態
に
お
り

こ
れ
が
農
業
の
所
得
の
伸
長
を
制
約
す
る
と
結
論
す
る
。
こ
の
よ
う
に
両

部
門
の
生
産
物
需
要
の
伸
長
の
相
対
的
な
速
度
の
差
が
長
期
的
に
見
て
農
業
を
相
対
的
縮
少
に
導
さ
、
非
農
業
を
相
対
的
に
拡
張
せ
し
め

た
主
因
で
あ
る
と
云
う
考
え
方
は
可
成
り
広
く
常
識
化
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
最
近
の
理
論
経
済
学
に
於
け
る
所
得
分
析
的
成

長
理
論
の
謹
一
頭
と
共
に
、
農
業
経
済
学
に
於
い
て
も
セ
オ
ド
ア
-
V
ュ
ル
ツ
吋
・
4
『・

ω
n
F
己
定
、
グ
ー
ル
・
ジ
ョ
シ
ス
シ
の
ω
-
o
H。
甘
口
白
O
ロ、

イ
1
・
ォ
l
・
ヘ
デ
ィ
l
同
・
。
・
国

g己
可
等
を
中
心
と
す
る
所
謂
し
て
一
ル
ツ
学
派
に
依
る
授
業
の
長
期
動
態
な
分
析
が
取
上
げ
ら
れ
我
国

に
於
い
て
も
例
外
で
は
な
い
が
上
述
の
見
解
は
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
ら
ろ
う
と
思
わ
れ
る
し
、
又
実
証
的
な
面
で
の
分
析
も
行
な
わ
れ

て
い
る
。
併
し
先
に
上
げ
た
生
産
側
の
適
忠
と
云
う
面
か
ら
の
分
析
は
未
だ
甚
だ
不
充
分
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
需
要
の
側
面
と
生
産
の

側
面
は
常
に
不
可
分
離
で
あ
り
、
短
期
的
な
分
析
で
は
夙
に
こ
の
点
で
の
平
和
離
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、
農
業
の
長
期
分
析
で

需
要
の
伸
長
と
比
一
肩
す
べ
き
本
質
的
な
要
因
の
研
究
が
な
さ
れ
て
い
な
い
感
が
漂
い
。
こ
こ
で
我
々
が
提
出
す
る
の
は
生
産
側
の
適
応
の

面
か
ら
見
た
試
論
で
あ
る
J
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猶
こ
こ
で
問
題
に
す
る
の
は
ア
ジ
ア
諸
国
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
停
滞
的
な
小
度
経
済
を
主
と
し
て
含
む
国
民
経
済
の
成
長
の
問
題
で
あ

っ
て
そ
の
点
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
資
本
主
義
化
さ
れ
た
農
業
を
分
析
す
る
の
と
は
自
ら
差
異
は
ゐ
ろ
う
。
こ
の
点
で
も

ν

斗
ル
ツ
学
派
の
農
業
の
分
析
は
ア
ジ
ア
的
な
小
農
経
済
の
分
析
に
対
し
て
即
時
に
適
用
が
不
可
能
で
あ
る
。
但
し
、
我
国
に
於
い
て
も
近

ハ
5
)

時
漸
く
小
法
経
済
の
経
済
的
解
明
が
取
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
併
し
猶
均
衡
分
析
的
な
色
彩
が
強
く
動
態
的
な
解
明
は
そ
の
殆

ん
ど
が
将
来
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
我
々
は
農
産
物
需
要
の
伸
長
が
段
業
の
長
期
的
発
展
を
規
制
す
る
と
云
う
命
題
を
承
認
す
る
と
共
に

そ
の
需
要
を
支
え
る
生
直
測
の
要
因
と
し
て
設
業
資
本
の
蓄
積
を
採
上
ぐ
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。

(2) (1) 

大
川
一
司
、
農
業
の
経
済
分
析
、
昭
三
O
、
一
六
八
頁
o

co--ロ
Q
P吋
山
内
山
。
。
ロ
向
山
即
位
。
ロ
目
。
同
国
ロ
。
ロ
O
H
M
-
ロ
H
V
S的回
1
0
g
u
H
U
A
H
0
・



(.1-) 

類
書
出
・
旨
・
。

y
g
一
-pm叫ユロ己
F
d司
自
由
ロ
門
日
出
口
C
ロC
H
M
M
山口】
V
H
e
o
h
州円。回目"同む四日・

吋
・
巧

-
mロ
EHけN
と
。
・
∞
・
国

g
島
町
と
は
そ
の
問
題
意
識
及
び
万
法
、
が
異
な
る
。

前
者
ぞ
中
心
と
す
る

mgdM】
ぞ
の

E
g
m
o
学
派
と
別
に
呼
称
す
る
よ
う
で
あ
る
。

例
え
ば
吋
・
巧

-
F
E
F
f
b
m町三口回目
Z
5
2
2
C口
出
付
与
円
四
回

g
g
g
uコ
5
8・

1
1
1
1
1
l
i
-
-
一
回
ロ
。
口
。

g
u
o門
的
山
富
山
由
主
い
目
。
出
。
同
〉
間
三
ロ
己

A
U
5
5
5四回・

特
に
実
証
的
な
分
析
と
し
て
同
・
巧
。
E
h
r
H
L
P
Z
L
E芯
由
口
u
h
U
O
H
H
戸田口品

krg-冨山田・

m
g念
品
目
山
口
回
S
S
H
H
H
O
宮山白田
uHug-

例
え
ば
、
大
川
一
司
、
農
業
の
動
様
分
析
、
昭
二
九
、

農
業
の
経
済
分
析
、
昭
一
一
一

o。

(3) (5) 

工
、
農
業
投
資
の
性
格

一
般
に
資
本
は
消
耗
的
資
本
(
或
は
流
動
的
資
本
財
)
と
耐
久
的
資
本
(
固
定
的
資
本
財
)
の
両
者
を
包
含
す
る
。
授
業
に
於
い
て
も

例
外
な
く
消
耗
的
設
業
資
本
(
或
は
流
動
的
農
業
資
本
財
)
と
耐
久
的
資
本
(
或
は
国
定
的
炭
業
資
本
財
)
が
あ
る
。
農
業
投
資
の
性
格

を
見
る
前
に
先
ず
、
夫
と
対
比
す
る
意
味
で
、
少
し
く
工
業
生
産
に
於
い
て
資
本
の
演
ず
る
役
割
に
触
れ
て
置
こ
う
。

工
業
生
産
で
は
そ
の
生
産
規
筏
を
決
定
す
る
の
は
資
本
蓄
積
量

g立
z-
∞Z
n
w
で
あ
る
。

-119-

こ
の
資
'
不
ス
ト
ッ
ク
の
大
い
さ
を
決
定
す

る
の
は
年
々
の
純
投
資
で
ら
り
、
純
投
資
は
資
本
の
フ
ロ

l
量
で
あ
る
。

』
F、
h 

時
U
一
円
引
沙
問

N
D
土
日

i
R
+』口

町
内
日
間
叫

q 

市
叩
斗
れ

δ
同
一
件
」
芯
肝
民
社

民
主
一
日
同
出

(H+F¥川町、)同町
L
m
H
Q

H
D
H
h
円。(午、)叫

..... ‘ 

号
一
日
~
尚
中
山

F 

ヨ
お
(
討
λ

一ど品川一口

F
H
q
-
民民
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経
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の
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成
長
と
農
業

者
日
中
小

H
H

I
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所
で
こ
こ
で
資
本
ス
ト
ッ
ク
が
生
産
規
模
を
決
定
す
る
と
云
っ
た
が
資
本
ス
ト
ッ
ク
の
中
に
は
流
動
的
資
本
財
の
ス
ト
ッ
ク
と
国
定
的

資
本
財
の
ス
ト
ッ
ク
と
を
含
む
。
こ
の
中
で
最
終
的
に
生
産
規
模
を
決
定
す
る
の
は
耐
久
的
資
本
財
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
れ
は
生
産
に

は
耐
久
的
資
本
財
に
対
し
て
流
動
的
資
本
財
と
労
働
と
の
結
合
が
必
要
で
あ
り
、

こ
の
一
二
者
の
間
に
は
技
術
的
に
定
ま
っ
た
関
係
が
あ
る

か
ら
で
あ
る
。
勿
論
定
ま
っ
た
と
云
っ
て
も
そ
れ
は
完
全
に
固
定
的
な
も
の
で
は
な
い
。

例
え
ば
一
定
の
耐
久
的
資
本
設
備
(
固
定
資
本
設
備
)
に
対
し
て
結
合
し
得
る
労
働
力
は
戎
程
度
の
範
囲
内
で
は
可
変
で
あ
る
。
而
し

こ
の
場
合
国
定
資
本
設
備
が
制
限
因
子
と
な
れ
ば
ハ
短
期
に
於
い
て
は
妥
当
な
仮
定
で
あ
る
)
労
働
力
の
追
加
的
投
入
は
限
界
生
産
力
を

逓
減
せ
し
め
る
か
ら
、
賃
銀
と
の
比
較
に
於
い
て
労
働
力
の
投
入
量
は
或
範
囲
内
に
定
ま
る
。
も
し
も
企
業
家
が
マ
キ
V
マ
ム
・
プ
ロ
フ

イ
ッ
ト
を
目
標
と
す
れ
ば
或
一
定
量
に
於
い
て
定
ま
る
。
労
働
投
入
量
が
或
ニ
疋
量
に
定
ま
れ
ば
之
と
結
合
す
る
流
動
資
本
財
量
も
定
ま

業
一
度
が
与
え
ら
れ
れ
ば
、

そ
れ
と
結
合
す
べ
き
流
動
資
本
財
及
び
労
働
の
投
入
量
は
定
ま
り
、

そ
の
間
に
一
定
の
技
術
的
関
係
が
あ
る
。

-120ー

る
。
こ
う
云
う
意
味
で
最
終
的
に
生
産
の
規
模
を
決
定
す
る
の
は
固
定
資
本
設
備
で
あ
る
と
考
え
る
。
即
ち
一
般
に
機
械
設
備
の
正
常
操

農
業
で
は
こ
の
関
係
は
そ
の
僚
適
用
さ
れ
な
い
。
農
業
に
は
生
産
に
参
与
す
る
要
因

と
し
て
以
上
の
労
働
資
本
の
他
に
土
地
が
入
る
。
こ
の
中
土
地
は
何
物
に
も
ま
し
て
制
限
因
子
的
性
格
が
強
い
。
原
始
的
(
或
は
素
朴
)

農
業
の
場
合
に
は
労
働
力
の
土
地
に
対
す
る
直
接
投
入
と
云
う
形
を
と
り
、
農
業
の
生
産
規
模
は
実
質
的
に
土
地
面
積
に
依
っ
て
決
定
さ

以
上
は
工
業
に
於
け
る
企
業
の
場
合
で
あ
る
が
、

れ
た
と
云
う
点
で
最
終
的
な
決
定
因
子
で
あ
っ
た
。
複
雑
農
業
(
穀
物
生
産
の
み
で
な
く
、
原
料
生
産
物
及
び
畜
産
物
の
生
産
を
含
む
)

の
場
合
に
は
、
労
働
手
段
た
る
資
本
と
労
働
と
の
技
術
的
な
結
合
関
係
が
重
要
に
な
っ
て
来
る
の
で
、

制
限
因
子
で
は
な
い
が
、
猶
そ
の
規
制
力
は
大
き
い
。

土
地
面
積
は
必
ず
し
も
決
定
的
な

而
し
土
地
面
積
を
全
面
的
な
規
制
力
を
有
す
る
も
の
と
す
れ
ば
単
純
で
あ
る
が
そ
れ
以
上
の
分
析
は
進
展
し
な
い
。

そ
こ
で
こ
の
段
階

で
の
農
業
の
生
産
規
模
を
決
定
す
る
の
は
、

土
地
に
対
す
る
投
下
資
本
(
面
積
の
拡
大
|
|
外
延
的
、

土
地
生
産
力
の
増
大
|
|
内
延



的
l
l
i
に
資
す
る
も
の
両
者
を
含
む
)
と
、

生
産
過
程
に
於
い
て
民
業
生
産
に
直
接
寄
与
す
る
労
働
手
段
に
対
す
る
投
下
資
本
で
あ
る
と

見
る
。

つ
ま
り
，
、

円
以
業
生
産
の
規
模
を
決
定
す
る
の
は
土
地
面
積
と
資
本
の
集
約
度
で
あ
る
。
こ
の
中
我
々
の
主
と
し
て
問
題
に
す
る
の

は
資
本
集
約
度
で
あ
り
、
別
に
表
現
す
れ
ば
民
業
内
部
に
於
け
る
資
本
蓄
積
量
で
あ
る
。

山
政
業
に
於
げ
る
投
下
資
本
の
中
、
流
動
的
授
業
資
本
財
は
附
随
的
で
あ
り
、
耐
久
的
成
業
資
本
財
が
生
皮
規
模
の
決
定
要
因
で
あ
る
と

云
う
事
は
工
業
に
類
似
し
て
居
る
が
、
只
農
業
の
場
合
は
土
地
に
対
す
る
投
資
が
修
正
要
因
と
し
て
加
わ
り
、
更
に
農
業
に
於
い
て
は
労

働
力
と
、
流
動
的
資
本
財
耐
久
的
資
本
財
の
問
の
技
術
的
な
結
合
関
係
が
極
め
て
弾
力
的
で
あ
る
と
云
う
点
が
工
業
と
異
な
る
。
こ
の
点

に
就
い
て
は
更
に
後
述
す
る
。

以
上
を
ま
と
め
れ
ば

工
業
の
揚
合
に
は
生
産
規
模
を
決
定
す
る
の
は
耐
久
的
資
本
財
の
蓄
積
量
で
あ
り
、

農
業
の
場
合
は
、
耐
久
的

含
む
)
。
流
動
的
資
本
財
は
そ
の
性
質
上
、
一
生
産
期
間
が
終
れ
ば
回
収
さ
れ
る
性
質
の
も
の
で
あ
り
(
短
期
的
)

之
に
比
し
て
耐
久
的
資

-121-

資
本
財
並
び
に
土
地
生
産
力
を
引
上
げ
る
た
め
に
土
地
に
化
体
さ
れ
て
い
る
資
本
で
あ
る
(
こ
れ
は
、
土
地
そ
の
も
の
に
対
す
る
投
資
を

本
対
及
び
土
地
に
対
す
る
投
下
資
本
は
幾
つ
か
の
生
産
期
間
を
経
て
始
め
て
回
収
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
(
長
期
的
)
。

こ
こ
で
仮
に
前
者

に
対
す
る
資
本
の
投
下
を
短
期
投
資
、
後
者
の
資
本
投
下
を
長
期
投
資
と
呼
ぶ
な
ら
ば
(
勿
論
普
通
の
短
期
及
び
長
期
な
る
投
資
概
念
に

照
応
す
る
も
の
で
は
な
い
。
)

る
~
引
を
知
る
。
従
っ
て
生
産
規
模
が
漸
次
拡
大
し
て
行
く
事
を
保
証
す
る
の
は
什
早
々
の
純
投
資
の
大
い
さ
の
み
で
な
く
、

先
の
資
本
蓄
積
量
と
純
投
資
と
の
関
係
式
か
ら

生
産
規
模
を
決
定
す
る
の
は
長
期
投
資
の
大
い
さ
で
あ

そ
の
質
的
構
成

(
長
期
投
資
と
短
期
投
資
の
比
)
に
も
依
存
す
る
事
が
判
る
。

所
で
純
投
資
の
存
在
が
生
産
の
(
従
っ
て
所
得
の
)
趨
勢
的
成
長
を
も
た
ら
す
因
子
で
あ
る
事
は
良
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
趨
勢
的
成

長
は
景
気
循
環
の
波
動
を
貫
く
成
長
で
あ
り
、

そ
の
意
味
で
は
成
長
へ
の
要
因
は
既
に
景
気
の
循
環
の
各
過
程
に
用
意
さ
れ
て
い
る
。

そ

れ
で
我
々
は
次
に
工
業
投
資
と
授
業
投
資
の
景
気
循
環
過
程
に
於
け
る
勤
き
を
対
比
的
に
追
求
し
よ
う
。

経
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h 

育
水
H

j
;
j
 

今
景
気
循
環
の
一
期
間
を
と
っ
て
考
え
る
。

カ
ル
ド
ア
に
倣
っ
て
投
資
量
は
所
得
の
増
加
(
即
ち

It=It (Yt. Yt) 

出
産
物
需
要
の
増
加
)
と
共
に
所
得
水
準
に
も
依
存
す
る
も
の
と
考
え
る
。

A
V
;
}
 

応
す
る
純
投
資
の
動
を
示
す
曲
線
は
明
日
m
H
の
如
き
S
字
形
と
な
る
。

そ
う
す
る
と
所
得
に
対

ムソ

h
に
就
い
て
考
え
よ
う
。

ip
は
工
業
に
於
け
る
純
投
資
の
勤
き
を
示
す
。

上
図
の

S
字
形
の
純
投
資
曲
線
を
三
つ
の
折
綜
に
分
ち
そ
の
各
々
に
就
い
て
考
え
る
。
此
の
折
線

Fig. 1 

の
各
々
は
便
宜
景
気
循
環
の
各
過
程
を
示
す
も
の
と
す
る
。
川
は
景
気
回
復
の
初
期
の
段
階
で
需
要

増
大
の
期
待
が
あ
り
、
従
っ
て
純
投
資
は
発
生
す
る
が
。
こ
の
段
階
は
不
況
過
程
で
生
産
の
縮
少
が

見
ら
れ
た
直
後
で
あ
る
か
ら
、
固
定
資
本
設
備
の
一
部
は
利
用
さ
れ
ず
遊
休
状
態
に
あ
る
。
従
っ
て

夫
故
に
純
投
資
額
は
夫
程
多
く
は
な
い
。

-122-

こ
の
段
階
に
於
け
る
純
投
資
の
大
部
分
は
資
本
財
の
間
で
は
流
動
資
本
財
に
限
ら
れ
、

か
よ

日
の
第
二
段
階
で
は
所
得
の
連
続
的
上
昇
が
あ
り
、

夫
に
附
随
し
て
需
要
治
加
が
起
る
か
ら
純
投
資
の
発
生
も
連
続
的
で
あ
る
。

う
に
し
て
累
積
的
上
昇
過
程
が
起
る
。
吏
に
こ
の
段
階
で
は
既
に
遊
休
設
備
は
全
て
消
滅
し
て
い
る
か
ら
、
夫
以
上
の
需
要
治
加
は
固
定

資
本
設
備
の
附
加
的
設
置
に
依
っ
て
購
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
夫
故
流
動
的
資
本
財
と
耐
え
的
資
本
財
に
対
す
る
需
要
増
加
は
加
速
度
関
係
を

充
足
す
る
よ
う
に
な
り
、
純
投
資
額
は
大
と
な
る
。
生
産
規
模
の
連
続
的
拡
大
が
見
ら
れ
る
の
は
こ
の
段
階
で
あ
る
。
先
に
定
義
し
た
短

期
投
資
と
長
期
投
資
が
並
行
的
に
行
な
わ
れ
る
。

ゆ
第
一
二
段
階
で
は
既
に
ブ
1
ム
の
頂
点
近
く
に
あ
り
こ
の
段
階
で
の
純
投
資
は
種
々
な
る
要
因
で
制
約
を
受
け
る
'o

加
資
源
的
制
約

(
例
え
ば
完
全
一
握
備
の
実
現
)
納
金
融
的
干
渉
付
投
資
機
会
の
縮
少
尉
消
費
需
要
の
相
対
的
減
少
、
何
れ
の
制
約
要
因
が
ド
ミ
ナ
シ
ト
に

作
用
す
る
か
は
そ
の
時
の
経
済
的
状
況
に
依
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
或
は
資
源
的
制
約
の
よ
う
な
外
生
的
制
約
線
に
打
当
一
る
迄
に
他
の
内
生

的
諸
要
因
が
充
分
な
効
果
を
示
し
て
自
律
的
な
下
方
転
換
が
行
な
わ
れ
る
か
も
知
れ
ぬ
。
要
す
る
に
企
業
家
が
か
か
る
制
約
要
因
に
対
す



る
判
断
か
ら
現
在
の
ブ
l
ム
が
呉
常
で
あ
り
や
が
て
景
気
の
下
降
が
必
然
的
で
あ
る
と
判
断
す
る
な
ら
ば
純
投
資
額
は
減
少
す
る
。

そ
れ

で
こ
の
段
階
で
は
最
早
固
定
資
本
設
備
に
対
す
る
首
要
は
見
ら
れ
ず
設
備
の
操
業
医
を
強
化
す
る
事
に
依
る
流
動
的
資
本
財
の
増
加
の
み

が
再
び
顕
著
に
な
る
と
す
る
。
之
は
企
業
者
側
が
間
一
問
要
の
変
化
に
対
す
る
生
産
側
む
適
応
の
弾
力
性
を
確
保
せ
ん
と
す
る
考
慮
に
基
づ
く

も
の
と
考
え
る
。

第
三
段
階
を
経
る
と
や
が
て
退
行
過
程
(
吋
2
0
8芯
ロ
)
が
現
わ
れ
、

純
投
資
額
の
減
少
1
|
|
所
得
の
減
少
1

1
純
投
資

の
大
幅
な
減
少
と
云
う
乗
数
過
程
と
加
速
度
過
程
の
相
互
作
用
が
働
き
、
累
積
的
下
降
過
程
が
始
ま
り
不
況
に
転
ず
る
。

所
で
こ
の
様
に
し
て
行
な
わ
れ
る
経
済
の
循
環
過
程
は
決
し
て
単
振
動
的
な
過
程
で
は
な
い
。
そ
れ
は
主
と
し
て
第
二
段
階
の
所
得
の

述
統
的
上
昇
過
程
に
於
い
て
耐
久
的
資
本
財
の
附
加
的
需
要
が
な
さ
れ
、

循
環
段
階
に
於
い
て
存
在
す
る
固
定
資
本
設
備
の
ス
ト
ッ
ク
は
増
大
し
、

こ
の
耐
久
的
資
本
財
が
生
産
規
模
を
決
定
す
る
と
し
た
か
ら
各

か
く
し
て
右
上
り
の
産
出
量
の
長
期
的
な
趨
勢
成
長
が
実
現
さ

れ
る
。
こ
の
場
合
固
定
資
本
設
備
が
鋸
治
状
効
果
(
吋
町
民
各
丘
巾
町
内
ゅ
の
同
)
を
示
す
も
の
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

従
っ
て
趨
勢
的
成
長
線
を
紬
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と
す
る
各
循
環
は
単
振
動
で
な
く
振
幅
増
大
の
過
程
を
と
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
S
字
形
の
純
投
資
曲
線
の
説
明
か
ら
判
る
通
り
、
景
気
循
環
の
各
段
階
に
於
い
て
需
要
の
増
大
に
依
っ
て
誘
発
さ
れ
る
投
資
の

相
関
率
(
投
資
の
感
応
度
)
は
決
し
て
同
じ
で
な
い
。
流
動
的
資
本
財
の
増
加
と
耐
久
的
資
本
財
の
増
加
と
が
並
行
的
に
起
る
よ
う
な
普

通
の
加
速
度
過
程
は
よ
述
の
第
二
段
階
に
於
い
て
充
足
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。
従
っ
て
景
気
循
環
の
各
段
階
を
貫
く
需
要
増
加
と
投
資

又
此
の
各
段
階
に
於
い
て
経
済
成
長
へ
の
要
因
を
準
備
す
る
も
の
は
主
と
し
て
第
二
段
階
で
あ

ハ・
4
A
)

る
。
之
が
循
環
と
成
長
と
に
於
け
る
投
資
の
工
業
に
於
け
る
一
つ
の
構
図
で
あ
る
。

の
相
関
空
不
す
関
係
は
非
線
型
で
あ
る
。

農
業
殊
に
小
川
氏
経
済
に
於
け
る
投
資
の
動
き
が
工
業
の
夫
と
著
し
く
異
な
る
で
あ
ろ
う

事
は
容
易
に
想
保
さ
れ
る
。
こ
れ
を
具
体
的
に
説
明
し
よ
う
。
先
に
工
業
に
於
い
て
示
し
た
と
同
じ
循
環
過
程
の
各
段
階
を
採
る
。
先
ず

次
に
民
生
中
山
に
於
い
て
は
如
何
で
あ
ろ
う
か
?

ω第
一
の
不
況
回
復
の
初
期
過
程
に
於
い
て
は
、
農
業
は
工
業
と
呉
な
っ
て
、
生
産
量
の
縮
少
が
不
況
過
程
に
入
っ
て
も
充
分
に
実
現
し
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な
い
の
で
過
剰
生
産
の
程
度
は
工
業
よ
り
も
遥
か
に
高
い
。
従
っ
て
こ
の
時
期
に
は
農
産
物
の
価
格
は
鋭
角
的
に
下
降
す
る
時
期
で
あ

げ
旬
。
従
っ
て
回
復
の
初
期
段
階
で
は
増
加
せ
る
詩
要
は
全
て
従
来
の
ス
ト
ッ
ク
に
依
っ
て
購
れ
、
需
要
増
加
と
ス
ト
ッ
ク
の
減
少
か
ら
徐

々
に
し
か
価
格
回
復
過
程
が
現
わ
れ
な
い
。
従
っ
て
こ
の
時
期
で
は
流
動
的
資
本
財
に
し
ろ
耐
久
的
皆
本
財
に
し
ろ
純
投
資
は
殆
ん
ど
零

に
等
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。

ゆ
第
二
段
階
で
は
如
何
で
あ
る
か
?

こ
の
時
期
で
は
不
況
過
程
に
蓄
積
さ
れ
た
民
産
物
の
ス
ト
ッ
ク
は
消
費
さ
れ
て
残
っ
て
い
な
い
。

需
要
は
非
農
業
生
産
物
程
で
は
な
い
に
し
て
も

戸
践
産
物
に
対
す
る
所
得
弾
力
性
の
低
さ
が
需
要
の
綬
慢
な
増
大
に
対
す
る
説
明
国
と

な
る
)
矢
張
、
り
連
続
的
に
増
大
す
る
と
考
え
て
良
い
か
ら
、

供
給
の
増
加
が
要
求
さ
れ
る
。

た
だ
し
多
く
の
場
合
、

農
業
生
産
者
の
純
投

資
は
労
働
力
の
集
約
的
投
下
と
夫
に
結
合
す
る
流
動
的
資
本
財
(
例
え
ば
肥
料
〉
に
限
ら
れ
、
耐
久
的
資
本
財
及
び
土
地
に
対
す
る
投
資

の
如
、
ぎ
生
産
規
模
を
拡
大
す
る
た
め
の
投
資
は
僅
か
し
か
増
加
し
な
い
。
か
く
し
て
純
投
資
額
は
相
対
的
に
少
な
く
、
供
給
量
は
需
要
量
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の
相
対
的
伸
長
速
度
に
遥
か
に
及
ば
ぬ
。
従
っ
て
相
対
価
格
は
述
統
的
に
上
昇
す
る
。

ω第
一
一
一
段
階
に
入
る
と
、
農
産
物
価
格
は
非
政
産
物
価
格
の
上
昇
を
遥
か
に
凌
駕
し
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
純
投
資
額
は
資
本
財
の
面
で

云
え
ば
猶
流
動
的
な
も
の
が
主
で
、

や
が
て
不
況
過
程
が
予
測
さ
れ
る
の
で
、

回
収
に
長
期
を
要
す
る
耐
久
的
資
本
財
の
需
要
は
少
な

ぃ
。
目
的
-
H

で
図
示
す
る
通
り
、

農
業
に
於
け
る
純
投
資
曲
線
は
か
の
如
き
も
の
と
想
像
さ
れ
、

工
業
に
比
較
し
て
極
め
て
低
い
勾
配

を
も
っ
た
殆
ん
ど
直
線
に
近
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

か
か
る
授
業
者
の
投
資
行
動
の
中
に
は
先
に
も
述
べ
た
が
農
業
生
産
に
於
け
る
労
働
と
資
本
の
技
術
的
結
合
関
係
が
権
め
て
弾
力
的
で

円。JV

あ
る
と
云
う
伏
線
が
あ
る
。
即
ち
労
働
と
資
本
の
代
替
の
弾
力
性
が
大
き
い
。
従
っ
て
農
業
者
に
と
っ
て
は
投
下
費
用
の
中
最
も
低
廉
で

あ
る
と

え
ら
れ
る
労
働
力
が
生
産
の
中
核
と
な
る
。
小
民
生
産
に
於
い
て
は
投
下
労
働
力
の
大
部
分
は
自
家
労
働
で
あ
る
か
ら
、
労
働

力
の
評
価
は
主
と
し
て
農
業
者
自
身
の
主
観
的
な
価
値
評
価
に
基
づ
く
。

又、

一
般
に
民
業
生
産
は
工
業
生
産
に
比
べ
て
極
め
て
不
安
定



な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
長
期
投
資
の
如
き
費
用
の
固
定
念
嫌
っ
て
出
来
る
だ
け
費
用
投
下
の
流
動
性
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
。
こ
う
云
う

意
識
が
働
く
と
ど
う
し
て
も
自
家
労
力
中
心
主
義
の
生
産
に
な
り
、
資
本
財
の
面
で
は
そ
れ
と
直
接
結
合
す
る
流
動
的
資
本
財
に
対
す
る

投
資
が
支
配
的
に
な
る
。

以
上
に
於
い
て
現
象
的
に
は
工
業
生
皮
に
於
い
て
は
耐
久
的
資
本
財
と
労
働
力
と
の
結
合
が
生
産
の
支
柱
で
あ
り
、
生
産
規
模
の
長
期

的
上
向
趨
勢
を
決
す
る
も
の
は
前
者
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
が
、
農
業
生
産
に
於
い
て
は
流
動
的
資
本
財
と
労
働
力
と
の
結
合
が
生
産
の

中
核
で
あ
り
、
耐
久
的
資
本
財
を
含
む
長
期
投
資
は
極
く
少
な
い
と
結
論
さ
れ
た
。
こ
れ
は
工
業
生
産
に
於
い
て
は
投
資
の
面
か
ら
見
て

出
品
期
的
な
適
応
捕
球
過
程
と
長
期
的
な
趨
勢
過
程
が
結
合
し
て
い
る
の
に
対
し
、
農
業
生
産
で
は
前
者
の
み
が
支
配
的
で
あ
る
事
を
意
味

す
る
。
極
端
な
場
合
に
は
単
純
再
生
産
と
な
り
価
格
が
V
ク
リ
カ
ル
に
動
く
の
で
実
質
所
得
の
面
か
ら
は
単
振
動
的
な
過
程
し
か
起
き
て

い
な
い
事
に
な
る
。
こ
の
鬼
一
ー
は
又
、
循
環
過
程
に
於
い
て
所
謂
数
量
景
気
と
価
格
景
気
が
、
工
業
生
産
で
は
随
伴
し
て
起
る
の
に
対
し
て
、
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設
業
生
産
に
於
い
て
は
後
者
の
み
が
支
配
的
と
な
る
事
を
示
す
。
こ
れ
迄
工
業
生
産
と
農
業
生
産
を
比
較
し
て
、
一
両
部
門
に
於
け
る
投
資

も
っ
と
農
業
の
内
部
に
皆
本
の
入
ら
な
い
理
由
を
掘
下
げ
て
考
え
て
見
ょ
う
。
こ
こ
吃
我
々
が

問
題
に
す
る
の
は
最
近
注
目
さ
れ
つ
つ
あ
る
農
業
に
於
け
る
資
本
制
限

l
g℃山
S
H
E片
山
。
ロ
吉
ぬ
と
云
う
事
実
に
就
い
て
で
あ
る
。

の
勤
き
を
比
一
一
か
形
式
的
に
見
て
来
た
が
、

し-

~l， 

は
セ
オ
ド
ア
-
v
V
4

ル
ツ
(
吋
・
当
・

ω門
町
三
件
N
)

の
問
題
提
起
に
始
ま
り
、

る
o
v
v

ュ
ル
ツ
は
そ
の
近
著
、
ォ

l
ガ
ナ
イ
ゼ

l

v
ョ
シ
に
於
い
て
「
民
業
に
於
け
る
資
本
の
限
界
生
産
力
は
工
業
よ
り
高
い
の
に
猶
践

近
時
我
固
に
於
い
て
も
漸
次
取
上
げ
ら
れ
つ
つ
あ
る
分
野
で
あ

業
に
は
資
本
が
積
極
的
に
導
入
さ
れ
な
い
・
:
」
と
云
う
事
実
を
述
べ
て
居
る
。

た
だ
し

ν4
ル
ツ
の
そ
れ
は
、

J、、

プ
イ

(
。
・

ω・
固
め
山
弘
司
)

等
の
計
測
に
か
か
る
ダ
グ
ラ
ス
函
数
式
か
ら
の
資
本
の
限
界
生
産
力
の
計
測
値
を
引
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
計
測
値
に
は
猫
間

(
0
3
)
 

題
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
民
業
に
於
い
て
資
本
が
積
限
的
に
導
入
さ
れ
な
い
の
は
、
単
に
資
本
の
限
界
生
産
力
曜
が
両

部
門
で
如
何
で
あ
る
か
と
云
う
よ
う
な
、
純
粋
に
経
済
的
比
較
の
問
題
だ
け
で
は
な
い
。
明
瞭
に
云
え
ば
、

夫
は
投
資
対
象
と
し
て
の
畏

経
済
学
研
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経
済
の
循
環
、
成
長
と
農
業

清

)11 

業
生
涯
と
工
業
生
産
の
内
定
的
比
較
の
問
題
で
あ
り
、
吏
に
掘
下
げ
て
云
え
ば
、
農
業
に
資
本
の
入
ら
な
い
の
は
農
業
生
産
の
構
造
的
特

質
か
ら
生
ず
る
も
の
と
考
え
る
。
問
題
は
二
つ
の
側
面
か
ら
の
接
近
が
可
能
で
あ
る
。
川
は
授
業
者
自
身
の
貯
蓄
が
そ
の
ま
ま
農
業
内
部

に
於
け
る
投
資
と
な
り
難
い
と
云
う
こ
と
。

仰
は
非
農
業
の
資
本
が
又
農
業
に
入
ら
な
い
と
云
う
こ
と
、

こ
の
よ
う
に
二
重
に
加
算
さ
れ

た
資
本
制
限
と
云
う
事
実
が
あ
る
。

ω
は
イ
ン
タ
ー
ナ
ル
・
レ

I

V
ョ
ニ
ン
グ
(
山
口
件
。
門
口
氏

E
巴
O
Eロ
ぬ
)
と
云
わ
れ
る
も
の
で
、
農
業
に
就

狗

R
，‘，
b
 

品
出
品
町
相
削
減
小
幅四川aw 

北川
m
官官γ'la 

ヲ件
ー

ミ
dI
 

K菅ボ

い
て
云
え
ば
実
際
の
農
業
生
産
の
資
本
の
限
界
効
率
曲
線
(
従
っ
て
資
本
の
需
要
曲
線
)
が
上

図
の

LP
の
如
き
曲
線
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
農
業
者
は
生
産
上
の
危
険
や
不
確
実
性
を
考
慮
し

て
内
輸
に
が
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
う
す
る
と
元
来
角
点
迄
入
る
可
能
性
の
あ
る
資
本
が

現
実
に
は
失
点
迄
し
か
入
ら
な
い
事
に
な
り
ぬ
命
、
だ
け
の
レ
1
ジ
ョ
ニ
シ
グ
が
内
部
的
に
生
ず

る
。
農
業
内
部
の
蓄
積
で
か
よ
う
な
事
実
が
あ
る
時
は
之
が
農
業
内
部
の
レ

I

V
ョ
ニ
シ
グ
と

-126ー

な
る
。
日
次
に
非
農
業
か
ら
資
本
の
入
る
場
合
を
考
え
よ
う
。
上
国
に
於
い
て
、
実
際
の
農
業

資
本
の
限
界
効
率
曲
線
が

h

で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
生
産
上
の
危
険
不
確
実
性
及
び
夫
に
基

因
す
る
践
業
者
の
償
還
能
力
を
考
慮
し
て
、

仮
に
i

♂
と
云
う
夙
に
限
界
効
率
曲
線
を
考
え
た

γ 

刊
利

4
f品
守

と
す
れ
ば
、
実
際
の
資
本
供
給
量
は
命
、
、
点
で
決
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

こ
う
云
う
事
実
は
、

民
業
に
の
み
限
ら
ず
、
中
小
企
業
等
に
於
い
て
も
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
・
レ

l

v
ョ
ニ
シ
グ
e
|
|
金
融
制
限
|
|
i
と
し
て
存
在
す
る
事
で
あ
る
。

但
し
以
上
の
よ
う
な
形
式
的
な
図
解
の
基
礎
に
あ
る
も
の
と
し
て
、
授
業
生
虚
の
内
部
に
は
構
造
的
に
資
本
の
導
入
を
妨
げ
る
事
実
が
あ

る
-
も
の
と
解
す
る
。
こ
れ
は
簡
単
に
云
っ
て
、
農
業
者
の
貯
蓄
投
資
行
動
及
び
生
産
上
の
危
険
及
び
不
確
実
性
と
云
う
タ

1
ム
を
掘
下
げ

る
一
事
に
帰
す
る
。
農
業
者
の
貯
蓄
(
即
ち
民
家
経
済
余
剰
)
は
投
資
に
向
け
ら
れ
る
場
合
の
他
に
、
農
業
所
得
の
変
動
を
調
整
す
る
役
割

を
有
っ
て
い
る
。
即
ち
不
況
の
際
或
は
自
然
的
要
因
で
農
業
所
得
が
減
少
し
た
際
の
消
費
補
填
的
な
役
割
を
も
っ
て
い
る
。
小
農
生
産
で



そ
の
際
に
は
貯
蓄
は
長
期
投
資
の
如
く
固
定
化
さ
れ
た
形
態
を
と
ら
ず
せ
い
ぜ
い
一
生
産
期
間
で
回
収
さ
れ

る
よ
う
な
短
期
投
資
の
性
絡
を
と
る
。
即
ち
出
来
る
だ
け
流
動
性
を
有
っ
た
資
産
形
態
が
と
ら
れ
る
。

は
特
に
こ
の
要
求
が
強
い
。

こ
の
場
合
段
民
の
流
動
性
選
好
は

非
常
に
強
い
。
こ
れ
が
積
極
的
に
投
下
す
る
だ
け
の

の
な
い
場
、
合
と
相
侠
っ
て
、
農
業
者
の
貯
蓄
が
良
案
内
部
に
於
い
て
投
資
さ
れ

な
い
、
少
な
く
と
も
長
期
投
資
の
形
を
と
ら
な
い
、
重
要
な
理
由
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
民
業
者
か
ら
見
て
も
非
民
業
者
側
か
ら
見
て
も
投

資
対
象
と
し
て
の
農
業
に
は
生
産
上
の
危
険
及
び
不
健
実
性
が
非
常
に
多
い
。

ωこ
れ
は
本
来
的
に
農
業
が
所
謂
第
一
次
産
業
と
し
て
、

自
然
的
制
約
の
板
め
て
強
い
産
業
で
あ
る
事
に
根
本
的
な
理
由
が
占
め
る
。
即
ち
農
業
の
生
虚
旦
一
一
旦
は
気
象
条
件
と
密
接
な
相
関
関
係
を
示
し

し、

ω小
農
生
産
に
於
い
て
は
各
生
産
者
の
生
産
規
模
は
極
め
て
小
さ

一
方
に
於
い
て
は
民
業
生
産
者
が
長
期
投
資
す
る
だ
け
資
本
を
有
し
。
も
し
あ
っ
た
と
し
て
も
そ
の
資
本
が
投
入
さ
れ
る
生
産
上
の

気
象
条
件
そ
の
も
の
が
予
め
予
想
す
る
事
が
不
可
能
な
も
の
で
あ
る
。

質
と
し
て
生
度
量
の
伸
縮
性
は
現
実
に
は
極
め
て
低
い
。

工
業
生
産
勺
あ
れ
ば
需
要
の
減
退
を
生
産
縮
少
に
依
つ
て
対
抗
す
る
事
が
出
来

-127ー

キ
ャ
パ

vvdプ
l
は
各
民
業
者
に
と
っ
て
極
め
て
小
さ
く
、

そ
れ
故
に
利
用
度
の
点
か
ら
言
っ
て
も
当
然
問
題
で
あ
る
。
ゆ
小
農
生
産
の
特

る
が
、
農
業
者
は
む
し
ろ
不
況
期
に
於
け
る
価
格
の
低
下
を
供
給
量
の
増
加
に
依
っ
て
カ
バ
ー
し
、
所
得
の
減
少
を
防
が
ん
と
す
る
と
云

う
常
識
化
さ
れ
た
見
解
が
あ
る
。

そ
の
故
に
不
況
期
に
於
い
て
は
鋭
く
肢
産
物
価
格
は
下
落
す
る
。
好
況
期
に
於
い
て
も
純
投
資
が
少
な

い
か
ら
そ
の
割
に
供
給
量
が
増
大
し
な
い
事
は
先
に
述
べ
た
。
こ
れ
は
固
定
化
さ
れ
た
長
期
投
資
を
不
況
期
に
於
い
て
も
ち
こ
た
え
て
行

く
事
が
非
常
に
困
難
だ
と
一
千
三
事
に
な
る
。
以
上
に
選
げ
た
幾
つ
か
の
要
因
が
重
な
る
と
、
長
期
投
資
は
農
業
内
部
及
び
外
部
の
両
面
か

ら
投
下
が
制
限
さ
れ
る
。

以
上
を
要
約
す
れ
ば
、
民
業
に
於
て
は
工
業
と
の
比
較
で
、
循
環
の
各
期
間
に
於
げ
る
需
要
増
加
に
感
応
す
る
純
投
資
額
は
非
常
に
小

さ
く
、
又
夫
以
上
に
投
資
の
質
的
構
成
が
悶
列
な
っ
て
い
る
事
が
判
明
し
た
。
そ
し
て
こ
の
が
、
長
期
的
に
見
て
短
期
的
効
果
の
累
積
と

し
て
非
民
業
は
顕
著
に
右
上
り
上
向
趨
勢
を
辿
り
、

は
相
対
的
に
成
長
が
遅
い
と
云
う
事
の
生
産
の
側
面
か
ら
見
た
理
由
で
あ
る
。
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経
済
の
循
環
、
成
長
と
農
業

ω
大
槻
正
男
、
農
業
生
産
資
論
考
、
昭
一
九
、
二
ハ
一
民
、
同
著
、
農
業
経
営
の
基
本
問
題
、
昭
十
九
、

渡
辺
侃
、
農
業
経
営
組
織
論
、
昭
二
八
、
一
一
四
頁
ψ

切
工
業
の
長
期
投
資
の
中
に
は
新
し
い
技
術
的
発
明
を
導
入
す
る
た
め
の
投
資
を
含
み
、
農
業
の
長
期
投
資
の
中
に
は
経
営
改
善
、
経
営
多
角
化
の
た
め

の
投
資
を
も
含
む
。
何
れ
も
生
産
規
模
を
拡
大
せ
し
め
る
要
因
で
あ
る
。

同

Z
・
同
色
品
目
。
円
一
三
〉
足
。
品
品
目
。
同

5
0
4門
田
島
由
。
M
1円

MFuw・1
初
出
回
全
国
間
白
山
口
切
口
氏
居
間
由
。
同
白
目
白
白
血
V
Z
S目
。
ロ
白
】
同
ロ

g
g由白島・
σ司
P
・
同
・
同
戸

5
3

回
出
品
同
0

・
〈
・
。

-og由
ロ
ロ
タ
H
由
明
∞
"
匂
一
匂
・
∞
民
l
白
M
D
・

附
経
済
活
動
の
景
気
循
環
過
程
に
於
け
る

g
g玄
関
安

}Eけ
の
問
題
に
就
て
は
次
の
如
く
種
々
な
る
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。

下
方
転
換
を
説
明
す
る
も
の
と
し
て
、

的
資
源
的
制
約
、
代
表
的
な
も
の
同
日
ロ

E-
国
号

gι
・
図
。
吋
円

o
f
Z
4『
由
三
田
恒
り
山
吉
担
宮
山
口
出
白
O
ロ。

B
一
gHus-

同
金
融
的
干
渉
、
代
表
的
な
も
の

HH・
C-
出

2
2
3同・

川
口
投
資
機
会
の
縮
少
代
表
的
な
も
の

Z
-
M
F
5
0円・

同
門
泌
資
需
要
の
相
対
的
減
少
、
代
表
的
な
も
の
肘
・
司
・
回
目
吋

g
r
4
5貯
の
『
ロ
目
。
，
陰
口
凶
回
国
ミ

5
8・

回
農
産
物
価
格
と
非
農
産
物
価
格
形
成
の
相
違
は
下
の
如
く
で
あ
る
。

農
業
生
産
は
完
全
競
争
号
前
提
と
し
て
、

。目、
q
l
h山
(
q
)
C
U
設
醤
-
N
U
二百
u

夜、

h
y
m
m協
同
伊
吉
除
院
院

。H
可
q
l
h山
(
屯
)

円目。
U
引

H
N
u
l
h山、(司
)
H
V
H
句、(唱)

エ
業
生
産
は
独
占
の
存
在
す
る
事
ぞ
前
提
し
て
、

。HN
U
(屯
)
・

4
1
め(司)

円

四

心

門

出

q

、
]
戸
、

i
1
i
u

虫色
-
t
l
E
Q
)
l
h
(屯
)
4
H
I
l
i
-
-
i
H
l
i
-
-
-
i
|

弘、
4

旬
、
(
屯
)

4

門

問

。

=

U
引

H

C

E

ス旬、
(q)
叫，
T
H
H
虫色
J
i

清

III 

一
五
八
頁
。
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(6) 

N
V
H
l同
i
p

・ω、
(
屯
)

4
1
H
 

7
円
高
、
(
喝
)
ふ
い
一
件
当
口
頭
説
法
控
訴

4
・
4
〈
・
∞
口

E
-
R
¥凶
8
5
5日
目
。
品
恒
三

E
8
0同
krm
ユ
BEg-uw

我
悶
に
於
て
は
、
井
上
竜
夫
稿
、
農
業
資
本
の
性
質

l
日
本
経
済
の
成
長
と
農
業

l
ハ
綜
合
農
業
市
安
会
、
昭
一
一
九
)
、
他
に
伊
東
議
、
-
未
定
稿

!υ

猶
農
業
に
汚
け
る
短
期
流
動
的
投
資
と
長
期
間
定
的
投
資
の
も
つ
意
義
に
つ
い
て
も
上
記
井
上
氏
の
論
文
を
参
照
さ
れ
た
し
。

∞
岳
民

-z一l
前
仰
向
世
間
、
一
ニ

O
六
頁
!
。

数
∞
ロ
ゲ
ロ

-gu
司司

O
E
a
H
O口
白

E
4司
自
民

2
0
0同
伊
常
広
三
宮
司

O
W
E
S
-
n
F
H
N・
]M・
MgiH白∞・

土
屋
圭
造
、
良
栄
に
於
げ
る
生
陵
商
数

i
農
業
綜
合
研
究
|
九
巻
一
号
、
昭
三
一
、
一
一

O
九
i
二
六
二
一
良
Q

そ
の
要
旨
は

m岳
己
仲
間
の
云
う
出
由
主
同
の
計
測
に
よ
る
仰
は
資
本
の
相
粗
限
界
生
産
力
径
一
不
す
も
の
で
あ
り
、
純
限
界
生
産
力
に
あ
ら
ず
、
従
っ

て
利
子
率
と
の
比
較
は
不
適
な
り
と
云
う
に
あ
る
。

ド4

4 ト品

[[ 

∞ 、
く己

、[>-'

(7) (8) 

-]29-

、
農
業
と
非
農
業
の
循
嶺
及
び
成
長

民
業
と
非
政
設
の
投
資
の
勤
き
及
び
資
本
蓄
積
の
態
容
に
就
い
て
前
節
で
簡
単
に
描
写
し
た
か
ら

次
に
上
の
如
き
基
本
線
に
基
づ
い

て
一
つ
の

vv
エ
i
マ

(myuσ
日
間
)
を
描
い
て
一
見
ょ
う
。

先
ず
民
業
と
非
政
業
の
二
部
門
分
割
模
型
を
作
る
。

e
w
p
{
戸

、Lk
h

一ρ
浮
q

N

V

H

山

E
A〉
}
出
お

史

(

同

)

割引
4
T
H
昨
八
湖
南
ヨ
草
川
町
~
い
び
o

山
吉
問
。
搬
行
浮
q

M

V

H

盗
品
)
ヨ
謡
史
、
(
円
」

吋

。
~l~ 

。
一
一
昨
舟
同

詰
日
高
官
談

〉|〉

件。。
ロ
UJ 
M-

IV 

uト
H 
~; 

州、水昇。。
i
桜
一
芯
函
詩
作
討
が
。
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他部門生産物消費

u-

u~ 

一一-
v
一N
偲

総消費

業 u(t) U1 

非民業 ゲ(t) ui 

業 u (t) = U1{y (t-l)}十的{y(t-l)} 

非民業 ゲ(t)= uí{ダ(t-l)}+u~{ダ(t-l)}

自己部門生産物消費

E製J% Q~密r 世主IIl'iAJ鎖線

A 

B 

A 

自己部門投資他部門投資

v(t) = v{y(t-l)}+叫{ダ(t-l)}-u2切(t-l))
叫t)= v'{ダ(t-l)}十的{y(t-l)}-u;イダ(t-l)}

¥/ 
受取差額(負の場合を含む)

投資
せるを
;;1ミ

jl主投業

B 

A 

B 

l
i
o
m【

l
l

y (t) = u (t)十v(t) 
y'(t) = u'(t)十ダ(t)

y (t) = Ul句作-1)}+u2{y(t-l)}+v{y(t-l)}十u;，{ダ(t-l)}-td y(t-l)} 

= Ul{y(t-l)}+叫{y'(t-l)}十v{y(t-l)}

ダ(t)= uí{ダ(t-l)} 十 u~{ダ(t-l)}十 v'{ダ(t-l)} 十u2{y(t-l)}-u;{ダ(t-lJ)

ニ ui{ダ(t-l)}+u2{y(t-l)}+が{ダ(t-l)}~ 

業

非農業

L
-
、
担山中

A 

A 

B 

B 

分配係数

雲監耕Al稔組織λJQ¥a;思主主主世判記官(主怒略副〉

業所得

非農業所得 Y2!Y = 1ーω

農業の自己部門生産物(食糧)に対する限界支:¥¥'1"1:向

H
H
 

ω
一一一
ω

T
I
-
-Y

 
Y
 

YJ/Y=ω Y1; 

丸;

Cα1， 



Cα:1 ， 民業の他者15門生産物(消費財)に対する限界支出性向

Cn，; 非民業の自己部門生産物(消費財‘)に対する限界支出性向

Cn2; JrA~t業の他部門生注物(食桔i) に対する限界支出性向

Cα， = LlC，α，1/ 

Cα2 = LlC"，!LlY1 = YJ2・Cα2jY，。1，炭産物の消費増加に対する投資の相関率
ι; 非政産物の消費増加に対する投資の相関率

支出

{農業部門

配分

I C"，Y， 
(食極+工諮問原料生産物丸 山ム

ICωYj 

非J25業部門1
C〓y， 1 
山 . ~(家計消費財+民業用原料生産物)
C"ョY2

l 11(SI) 1iS2) J 

lj=St 12 =S2 必必"~4<昔話右上~ C"2Y1ニ C凶 Y2¥@:詰E上」鑑C¥\-.l~選宕必i<<迫l@j q弓:￡ 1と ~::j..g:;主)(a 0 

，.!Jt主包¥el0 fさ忠~狩，...)v必点。

C“lY，十Ca2Y1十Sl=C"JY，+C"2Y2+11
Cn1 Y2 + C"， Y2 + S， = C"l Y2十Cα2Y1十ι

m-""l@j京阻Q底辺主

1盟主よ Ĵ0 1 l? 1狩恒 Q 恒同，...)~ム 01三也締 AJ~送部 o 1l?1 訴Þ êK極主役~1JlK.!::L包材 ，...) \J;;~ ムム必早J 必){ð 0 !ifr "" ' 

A 

B 

業 Y1 = Ca1Yj十C同 Y1十(Cn2Y2-Ca2Yl)十11=Cα，Y1+C叫九十11
JI3. I;}~業九 = Cn1Y1+C出Y2+(C，α2Yj-C叫 Y2)十ι=CnlY2十Cα2Y1+12
(Cn2Y2-Cα2Y1) AJ (Ca2Yj-C叫 Y2)~~ぷふ 1 ~':R (同)~必兵盟理~~4!:<~必点。
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経
済
の
循
潔
、
成
長
と
農
業

清
水
川

(
D
E
R
-
l
(
V
F
)
日

1
(
n
E
R
l
(
U
B
F
)

今
こ
の
意
味
を
考
え
て
見
ょ
う
。

資
本
主
義
の
成
長
期
に
あ
っ
て
は
、
強
制
乃
至
非
強
制
の
手
段
に
依
っ
て
、
農
業
部
門
内
の
蓄
積
が
他
部
門
内
に
吸
上
げ
ら
れ
て

非
投
業
部
門
の
成
長
に
資
す
る
と
云
う
形
態
が
支
配
的
で
あ
る
。
強
制
と
は
、
租
税
、
公
課
等
の
強
制
的
手
段
を
意
味
し
、
非
強
制
と
は

1) 
設
業
部
門
内
の
投
資
機
会
の
過
少
よ
り
民
業
内
部
の
貯
蓄
が
投
資
協
会
を
他
に
求
め
て
非
農
業
部
門
へ
流
出
す
る
の
を
云
う
。

N
〕

H
P
N同州、
γ

ー
の
お
M
J
v
o

同
)
だ
け
の
投
資
が
非
民
業
に
流
出
し
て
他
部
門
の
成
長
に
資
す
る
。

幻
日
中
間
的
な
段
階
と
し
て
自
己
部
門
の
貯
蓄
を
全
て
白
己
部
門
へ
投
資
す
る
事
に
依
り
双
方
の
均
衡
的
な
成
長
の
維
持
さ
れ
る
場

N
U
H
(
U
E
州、…

v
!門
u
a
M
、H
O
小
川

-l32ー

ム
口
。

3) 

ゆ
資
本
主
義
的
な
成
長
の
後
期
に
於
い
て
、

投
産
物
の
愉
入
が
何
ら
か
の
理
由
で
自
由
市
場
を
通
じ
て
行
な
わ
れ
耀
く
、

そ
の
際

一
ゑ
退
産
業
と
し
て
の
段
業
が
全
経
済
の
負
担
と
な
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
逆
に
非
農
業
か
ら
投
業
部
門
へ
対
す
る
投
資
が
必
要
と
さ
れ
る

に
至
る
。

~uHpw同一が
l
(
U
R
H
人
。

今
第
の
段
階
で
の
二
均
衡
成
長
の
場
合
川
町
基
準
と
し
て
考
え
る

M
P
H
(
(
U誌
州
、
-
ー
の
E
M
J
)
H
L
F

M

叫
四
日

(
(
u
a

ぺM
1
l
hお
剛
、
防

)
H
F



〔

(
u
a
H
H
(
は
こ
州
、
H
N
l
M
+
S
H

活
問
書
部
喝
{
-Pお
H
P
同
州
、
下
、
一
回
+
ミ
ゲ

州
、
】
‘
H
P
-
R
N
L
+の
お
も

R
h
l
H
+
{
C
a
M
(
一
目
、
L
一
一
同
=
!
日
)
+
わ
刷
回
。
(
附
J
N
L
I
R
N
l
凶
)
}
F
+
(
三
+
S
L
N

日

(
(
U
E
+
の
色
、
)

(

H

十
九
山
H
)
R
N
I
M
-
F
(
の
己
十
円

ν品
、
)
出
了
間
十
S
5
(
遠
回
十
さ
や
H
H
S
2

吋
Z
H
凶
か
ど
(
叫

H
H
N
)

F
N
H
N
D
』
~
+
同
町
四
』
同
時
十

kp

L
E
P
H
(

。E+の
諸
国
も
)
(
午
、
同
)
通
け
完
円
七
円
+
一
む
恥
割
判
引
到
市
川
封
円
七
引
列
u
b

芦
品
)
口
中
晃
{
(
円
U
Q
H
+
(
u
a
q
)
(
同
+
》
)
}
凶

l
f
p同
十
(
U
S出
)
F
刷
。

S
N
M
U

遠
回
一
は
消
費
の
中
で
所
得
に
感
応
し
な
い
部
分
、
即
ち
、
固
定
的
消
費
部
分
、
先
の
支
出
配
分
の
説
明
に
於
い
て
は
便
宜
上
、

今
、
農
業
と
非
農
業
内
両
部
門
に
就
い
て
の
モ
デ
ル
を
構
成
す
る
。

消
費
と
所
得
と
の
聞
に
一
期
間
-
誌
を
お
く
。

均
衡
模
型
は
設
業
と
非
農
業
に
於
い
て
次
の
如
く
な
る
。

司

i

丑'":;"f之

限
界
消
費
性
向
と
平
均
消
費
性
向
は
等
し
い
も
の
と
し
て
扱
っ
た
。

(2) 

手ド

i開
人Pζ

業

。↑NMHP1Fーュさ、

染
源
開
意
叫
一
山
山
中

(

i

z

-

h

{
(
U
E
H
(
u
a
州
、
同
町
I
H
十
遠
山

F
N
H
P
H
ぺ巳
i
H
+門
U
E
¥
ミ
州
、
f
h
j
H
十
{
p
w
u
(
討
N
L
F
N
1
L
十
円
U
E
¥
匂
(
討
、
L
I
F
N
l悶
)
}
F
+
(
玄
+
さ
い
)
N

H
(
p
z
+
h
h
之
、
)
(
H

十
九
凶
目
)
F
N
l』

l
h山口
(
(
U
E
+
わ
と
ミ
)
目
、
!
日
+
さ
さ
(
さ
一
十
遠
山
)
h
H
Sミ

経
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経
済
の
循
環
、
成
長
と
農
業

清
水
川

州、記

H
凶
F
P恥(
叫

H
H
-
g

F
N
H
F
P
N十
伊

七

十

入

山

"

L
-
w
p
H
(
P
E
4十
(UEミ
)(H十
も
に
¥
N
H
}
¥
{
(
(

ど
+

P
凶
¥
も
)
(
同
十
九
凶
日
)
}
回
目
1
1

会
u
(
(
U
E
+
九
む
g
b

品
対
局
〉
[
}
サ
晃
{
(
の
三
十

P
L
q
)
(
H
十九同町)}同
1
l

主
r
(
P
H
+
P凶
¥
も
)
}
川
川
。

こ
の
体
系
の
径
路
を
決
定
す
る
も
の
は

p
r
p山w

。子。
a
w
F
・

p
・
ミ
の
構
造
常
数
で
あ
る

般
解
の
中
循
環
的
部
分
は
凶
か
た
で
あ
り
、
趨
勢
的

(mHH-
一ω)
成
長
を
示
す
の
は

k
p
の
部
分
で
あ
る
。
。
又
、
て
ohH
凶
p
p
f
T
K
F
の

今
大
体
の
構
図
を
示
そ
う
。
均
衡
成
長
を
示
す
聞
の
ケ

I
ス
を
基
準
と
し
て
考
え
、
両
部
門
に
於
け
る
純
投
資
を

L
P
F
と
す
れ
ば

ω
の
ケ
ー
ス
に
於
い
て
は
現
実
の
両
部
門
の
投
資
「
か
は
各
々
次
の
関
係
を
有
す
る
L
P
八」
p
h
v
F
こ
の
意
味
は
農
業
に
於
け
る
投

農
業
は
討
に
依
っ
て
保
証
さ
れ
る
成
長
(
即
ち
自
己
可
能
成
長
)
以
下
の
成
長
し
か
実
現
し
て
居
ら
ず
、
逆
に

非
農
業
は
か
に
依
っ
て
保
証
さ
れ
る
以
上
の
成
長
を
遂
げ
て
い
る
事
と
な
る
。
間
の
ケ
ー
ス
は
仰
の
逆
で
あ
っ
て
思
考
過
程
に
就
い
て

何
ら
異
な
る
も
の
は
な
い
。
大
川
一
司
教
授
は
こ
の
関
係
を
次
の
如
く
展
開
せ
ら
れ
て
い
門
別
。

資
機
会
の
過
少
か
ら

-134ー

国
民
円
。
己
の
め
【
U
H
め
式
を
基
本
と
し
て

h

山
総

c
u
p
n
p

品
川
~
片
山
町
仙
の
』

D
H
M
F

i
淳一
ρマ
H
C
H
(
U
H
H
M山
H十
日
。
問
。
r
H
M凶日十
E
C
u
b
r
〈
∞
日
付
岬
U

昆

CM(UHV九日

刊に州、

H
E
U

州、にて

HH-spel-su
日

(
H
i
S
U
E
S
一

(
C
H
D
!日目
)
(
H
l
E
H
i
(
C叫
(
リ

u
l
F
S
)
w

~5 

c;] C)j 

C)I c;] 

.0leu ，01白
......1 ト4

118 811 
81 18 

め
H
H
L
3

山
川

l
p
H
円

U
凶
(
〕
戸

1
l
F。。
H
l
s
 

む
iw

話
足
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(
U
H
W
P
F
H
E
日

4
孫
蕗
抑
制

次
に
趨
勢
的
成
長
を
示
す

kp
の
部
分
に
就
い
て
考
え
よ
う
。

s
s
S誌
は
所
得
変
化
に
関
係
せ
ぬ
固
定
的
消
費
部
分
と
し
て
考
え
た
が
、
こ
れ
は
ト
レ
シ
ド
・
フ
ァ
ク
タ
ー

2
5口弘

p
n
E与
を
示
す
。

今

之
は
具
体
的
に
云
え
ば
社
会
的
に
必
要
と
さ
れ
る
最
低
限
界

線
の
治
費
水
準
を
示
す
も
の
と
考
え
て
良
い
。
即
ち
ナ
ブ
リ
V

ス
テ

γ
ス
・
レ
ベ
ル
(
回
口

Z
E
2
2
Z〈
包
)
に
於
け
る
消
費
で
あ
る
。
所
で

ミ
a
v
S
F
L
M
そ
れ
ぞ
れ
践
産
物
、
非
段
産
物
に
対
す
る
固
定
的
消
費
部
分
か
ニ
ポ
す
。
之
は
現
実
に
は
人
口
数
と
生
産
水
準
と
に
依
て
決
定

さ
れ
る
。
今
人
口
増
加
率
を
わ
所
得
増
加
率
mp

農
産
物
、

非
段
産
物
に
対
す
る
所
得
弾
力
性
を

up
ぷ
と
す
る
。

生
活
水
準
は
所
得

の
一
義
的
函
数
で
あ
る
と
便
宜
定
義
す
る
。

そ
う
す
る
と
生
活
水
準
の

vv
フ
ト
は
所
得
増
加
率
の
函
数
と
な
る
。
以
上
の
如
く
定
め
る
。

割
引

H
S
E
{
(
H
+
k
v
)
(同
+
5
q
)
}
N
H
さ
三
(
H
+
でこ

N
h
v
十

4MmNHUHJ

巴
;
凶
悪
{
F

午
、
)
(
同
十
点
Q
)
}
J
S拍
車
(
同
十
ぷ

)
N
y
g
u
s

州、
h
N
H
(
(
U
S
M
I
T
h品
ミ

)(H
十

h
C
F
N
L
I
F
(円
U
E
+
わ
込
)
州
、
=
l
u
+
ミ
E
(同
十
ぷ
)N

F
N
日

(
p
-
+
P凶
¥
屯
)
(
同
十

E
F
T
-
1
F
(
p
-
+
(
U
1
3
F
N
i凶十

RWC(同
十
三
嶋

m
N
H
M
F
L
~十
九
曲
。

(
民

H
H
-
N
)

k
f
H
S
E
(
H
十
三
)N
〔
(
同
十
ぷ
)
凶
¥
{
(
同
十
ぷ
)
戸
|
(
同
十
主
十
九
伊
ぷ
)
(
(
ど
十
(
川
島
、
)
}
]

k
f
H
S
N
E
(同
十
ぷ
)N[(同
十
で
も
凶
¥{(H
十
ぷ
)
凶
11(H
十
ぷ
十
九
同
町
ぷ
)
(
(
U
E
+
の
も
¥
$
}
]

k
r
H
N
W
Q
O
(
H
十
主
N

k
f
H
N刊
誌
。
(
同
十

ε
N
ω

-135ー

以
上
で
、
先
に
設
定
し
た
両
部
門
の
所
得
形
成
方
程
式
の
解
を
得
た
。

そ
の
場
合
、
体
系
の
循
環
的
径
路
は

p
r
p凶
w
。志向
w
p
p

経
済
学
研
究



経
済
の
循
議
、
成
長
と
農
業

清
水
川

Fhwuu
円
、
の
各
構
造
常
款
の
値
に
依
っ
て
決
定
さ
れ
、
長
期
的
な
趨
勢
を
示
す
ト
レ
シ
ド
・
フ
ァ
ク
タ
ー

2
5ロ
己
片
山

2
0『
)
と
し
て
、

人

口
と
生
活
水
準
に
関
す
る
成
長
要
因
怠
:

S
引
を
導
入
し
た
。
こ
の
意
味
に
就
い
て
些
か
品
行
え
よ
う
。
今
両
部
門
に
於
い
て
農
産
物
に

対
す
る
所
得
の
限
界
支
出
性
向
が
非
農
産
物
に
対
す
る
そ
れ
よ
り
も
低
い
も
の
と
す
る
。
。
主
人
(
U
a凶
w

。
巴
人
。
お
更
に
先
に
述
べ
た
所
に

依
り
、
需
要
増
加
に
感
応
す
る
投
資
の
相
関
率
が
、
農
業
に
於
い
て
非
農
業
よ
り
低
い
も
の
と
す
る
。

hp
八

F
ミ
の
値
を
適
宜
考
慮
す

る
時
、
相
対
価
格
一
定
と
お
い
た
か
ら
、

生
産
量
を
も
っ
て
表
示
さ
れ
る
所
得
の
変
動
は
、
農
業
よ
り
非
農
業
の
方
が
遥
か
に
大
き
い
。

次
に
趨
勢
的
成
長
を
一
示
す
刻
十
劃
引
の
値
に
就
い
て
検
討
し
よ
う
。

割
引

H
さ
三
(
同
十
、
)

(

H

十
点
、
)
弘

割引
H
H
ミ
N
E
(
H
+』
守

)
(
H
十
u
p
Q
)
N

即
ち
両
者
の
成
長
速
慢
を
決
定
す
る
の
は
さ

u
p
の
値
で
る
り
、
今
経
験
的
に
さ
人
が
と
す
れ
ば
、
農
業
の
成
長
速
度
は
趨
勢
的
に
見

れ
を
吏
に
エ
ラ
ボ
レ
ー
ト
巳
与

0
5芯
す
る
た
め
に
は
次
の
点
に
就
い
て
検
討
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

限
界
支
出
性
向
。
a
】
噂
門
川
崎
何
回
及
び
農
産
物
需
要
の
所
得
弾
力
性
さ
、
非
農
産
物
に
対
す
る
限
界
支
出
性
向
。
子
。

a
及
び
そ
の
所
得
弾

力
性
ぷ
は
、
長
期
的
に
変
化
す
る
の
み
な
ら
ず
短
期
的
に
見
て
も
景
気
循
環
過
程
の
各
期
間
に
於
い
て
そ
の
億
が
異
る
。

即
ち
農
産
物
に
対
す
る
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て
非
農
業
に
劣
る
と
結
論
さ
れ
よ
う
。

こ
れ
迄
で
不
完
全
乍
ら
我
々
の
設
定
し
た
模
型
の
素
描
と
そ
の
持
?
意
味
に
就
い
て
述
べ
た
。
こ

分
配
系
数
な

ミ
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
り
、

先
の
模
型
は
正
し
く
は
尽
な
る
ジ
ブ
ト
・
グ
ア
リ
ア
ブ
ル

ω
E常
く

司

E
E
o
を
以
て
表
現
さ
る
べ
き
で

あ
る
。最
後
に
価
格
面
の
変
動
に
就
い
て
些
か
触
れ
て
見
ょ
う
。
上
記
の
モ
デ
ル
で
は
相
対
価
格
一
円
足
と
仮
定
し
た
か
ら
所
得
は
生
産
量
と
一

義
的
な
関
係
を
有
つ
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
価
格
の
問
題
を
回
避
し
得
た
の
で
あ
っ
た
。
又
、
長
期
の
モ
デ
ル

で
は
一
般
に
相
対
価
格
一
定
の
仮
定
が
採
用
せ
ら
れ
て
い
る
。
而
し
例
え
ば
農
業
と
非
農
業
或
は
消
費
財
及
び
資
本
財
生
産
部
門
と
云
う

が
如
ぎ
二
部
門
分
割
模
型
で
は
相
対
価
格
の
変
化
を
追
求
す
る
事
は
核
心
的
な
問
題
で
あ
る
と
云
え
よ
う
。
以
下
こ
う
云
う
考
慮
に
も
と



づ
い
て
段
産
物
と
非
民
怠
物
の
相
対
価
格
の
勤
き
を
短
期
と
長
期
に
分
け
て
考
え
て
見
ょ
う
。
先
ず
始
め
に
長
期
の
成
長
模
型
で
相
対
価

ジ
ョ
ン
・
ロ
ビ
ン
ス
シ
は
消
費
財
と
資
本
財
の
二
部
門
分
割
の
構
怨
の
中
で
、

格
が
一
定
な
る
た
め
の
条
件
を
求
め
て
見
ょ
う
。

相
対
価

格
一
定
の
た
め
の
条
件
を
ハ
ロ
ッ
ド
の
中
立
的
技
術
進
歩
に
関
説
し
て
両
部
門
で
労
働
の
物
的
生
産
性
の
増
加
率
が
等
し
い
場
合
と
し

(

5

)

(

G

U

 

た
。
こ
れ
は
両
部
門
の
労
働
雇
怖
の
比
率
を
一
定
と
置
け
ば
容
易
に
産
出
町
民
の
均
等
率
的
発
展
の
場
合
と
M

併
せ
ら
れ
る
。
而
し
こ
れ
は
正

確
で
は
な
い
。
何
故
な
ら
ば
各
生
産
物
に
対
す
る
需
要
の
価
格
弾
力
性
は
異
な
っ
て
い
る
。
か
よ
う
な
前
提
の
下
で
は
一
般
に
多
部
門
間

の
h

脱
出
量
の
均
等
率
的
発
展
は
各
生
産
物
の
交
換
比
率
を
変
化
せ
し
め
ず
に
は
お
か
な
い
。
(
普
通
の
バ
ラ
ン
ス
ド
・
グ
ロ
ー
ス

lllσ
問。

戸
山
口

2
己
鳴
0
4司

p
i
l
l
の
場
合
)
、
た
だ
し
各
生
産
物
の
増
加
が
需
要
の
価
格
弾
力
性
を
考
慮
し
て
そ
の
相
対
価
格
を
変
え
な
い
よ
う
な
組

合
せ
で
発
展
す
る
場
合
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
産
出
量
の
均
等
率
的
発
展
で
は
な
い
。
後
者
の
型
の
発
展
を
ハ
ロ
ッ
ド
は
一
様

〈

7
)

な
発
展

|
|
5
5
5
包
5
2
7
!と
定
義
し
て
い
る
。
而
し
と
の
一
様
な
発
展
は
あ
く
ま
で
も
発
展
過
程
に
於
け
る
板
め
て
例
外
的

な
ケ

1
ス
で
し
か
な
い
。

一
般
に
は
各
生
産
物
の
交
換
比
六
十
従
っ
て
相
対
価
格
が
変
化
す
る
状
態
で
の
総
体
的
な
発
展
が
行
な
わ
れ
て
い
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る
。
投
産
物
と
非
設
定
物
に
就
い
て
云
え
ば
、
長
期
的
に
見
て
こ
の
相
対
価
格
の
勤
ぎ
を
決
定
す
る
も
の
は
、
生
産
量
(
供
給
量
)
の
増

加
趨
勢
と
需
要
量
の
増
加
趨
勢
と
で
あ
る
。

相
対
価
格
一
定
と
云
う
不
自
然
な
仮
定
を
捨
て
て
、
価
格
変
動
の
及
ぼ
す
実
質
所
得
へ
の
影
響
を
両
部
門
で
考
え
れ
ば
、
如
何
な
る
で

あ
ろ
う
か
?

先
ず
循
環
的
な
局
面
に
於
け
る
景
気
上
昇
期
に
就
い
て
、

封印

H

。同市
5
m
H
O凶
山
市

3
u
L一
一
回
督
官
決
山
根

N
J
W
M
)
Q
N

付
③
吉
岡
川
一
と
壮
行
突
く
リ
パ
前
川

ω
営
M
V
O

。H(
段
産
物
の
産
出
量
)
は
先
に
述
べ
た
所
に
依
り
増
加
速
度
が
秘
め
て
鈍
い
。
又
、
句
会
¥
〉
は
上
昇
傾
向
、

実
質
所
得
は
増
大
す
る
が

こ
の
効
果
は
大
部
分
価
格
回
だ
け
に
限
ら
れ
る
。
。
ω

(

非
役
産
物
の
産
出
量
〕
は
述
統
的
に
増
加
N
J
Z
h
v
q

共
に
上
昇
す
る
が
H
u
a

を
含

経
済
学
研
究



経
済
の
循
環
、
農
業
の
成
長

f
f
く

l

討
作

4
4
H
H

依
っ
て
決
ま
る
。

む
後
者
の
方
が
上
昇
率
大
で
あ
り
、

hN¥♂
は
下
向
傾
向
に
あ
る
筈
で
あ
る
が
、
そ
の
程
度
は
農
業
と
非
農
業
の
産
出
量
の
ワ
エ
イ
ト
に

一
単
位
当
一
り
の
生
産
物
の
価
値
の
減
少
を
償
う
以
と
の
忌
の
鴻
加
が
あ
れ
ば
、
両
部
門
の
所
得
比
率
は
農
業
よ

又

り
も
非
農
業
が
有
利
と
な
り
、
総
体
と
し
て
見
た
実
質
所
得
は
増
大
す
る
。
こ
れ
が
普
通
で
あ
る
。
即
ち
こ
の
効
果
は
主
と
し
て
数
量
面

に
現
わ
れ
る
。
こ
れ
に
反
し
景
気
下
降
期
に
於
い
て
は
豆
は
仮
定
に
依
り
不
変
若
く
は
減
少
速
度
が
鈍
い
。
そ
れ
故
、
a¥同
)
ぬ
は
急
激
に

下
降
し
実
質
所
得
の
減
少
を
も
た
ら
す
。
。
日
は
連
続
的
に
減
少
す
る
が
同
)
言
、
活
Q

は
上
昇
す
る
。
生
産
量
の
減
少
を
償
う
以
上
の
相
対
価

格
の
上
昇
を
望
め
な
い
か
ら
実
質
所
得
は
欠
張
り
減
少
す
る
。
但
し
前
者
の
減
少
因
は
主
と
し
て
価
格
に
現
わ
れ
、
後
者
の
減
少
因
は
数

量
面
に
現
わ
れ
る
。
所
で
か
よ
う
な
価
格
面
の
変
動
と
数
量
面
の
変
動
と
の
差
を
規
制
す
る
も
の
は
景
気
循
環
の
各
期
間
に
於
け
る
純
投

資
の
勤
き
で
ふ
め
る
。
先
に
景
気
循
環
期
間
に
於
け
る
純
投
資
の
動
き
を
考
察
し
た
際
、
所
得
上
昇
期
に
於
い
て
農
業
で
は
需
要
増
加
に
対

に
依
っ
て
維
持
さ
れ
る
も
の
と
す
れ
ば
、

上
の
仮
定
を
承
認
す
る
限
り
民
業
と
非
農
業
と
の
対
称
的
な
動
き
は
明
か
で
あ
る
。
農
業
に
於
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応
す
る
純
投
資
の
動
き
は
少
な
く

工
業
に
於
い
て
は
そ
れ
と
対
腕
的
で
あ
る
事
を
述
べ
た
。
現
実
に
生
産
量
の
増
大
は
純
投
資
の
増
加

い
て
産
出
量
が
景
気
循
環
の
各
期
を
通
じ
て
不
変
的
で
あ
る
と
云
う
事
は
授
業
に
於
い
て
は
各
期
の
純
投
資
の
動
き
が
鈍
い
事
と
関
連
す

る
。
以
上
は
短
期
に
於
け
る
相
対
価
格
の
説
き
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
長
期
的
に
は
如
何
な
る
で
あ
ろ
う
か
?

ム
ァ
長
期
供
給
曲
線
及

び
需
要
曲
線
を
次
の
様
に
考
え
る
。

{
甲
山
掛
時
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同
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目
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n
b
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N
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瓶
詰
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E
吊
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混
同
主
張

匂一、
+
Q
4

』
守
一
〉
巳
混
同
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決

q
小
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川
町
一
豆
問
問
需
品
)
溶
吉
川
北

司、

ヨお局)混同口一〕川刊内

~
昨
日
門
的
ぎ
刊
訂
湘
吊
)
沼
宇
山
町
一
一
世
帯

。

ロ
を
決
定
す
る
も
の
は
民
業
に
於
け
る
投
資
で
あ
る
と
考
え
、
。
を
決
定
す
る
も
の
は
』
守
を
予
け
ば
主
と
し
て
4

の
値
で
あ
る
。

今、

b
r
m
を
設
業

U
E
九
日
を
非
股
業
と
し
よ
う
。

で
あ
る
。

N
v
r
F
が
均
等
に
な
る
よ
う
な
発
展
が
行
な
わ
れ
れ
ば
出
産
物
価
格
指
数
は
安
定
的
で
あ
り
、

M
M
Q

農
産
物
価
格
指
数
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P
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」
い
羽
'

」
勺
丑

我
国
の
場
合
は
何
れ
か
と
云
う
と
引
の
型
に
近
い
。
そ
れ
故
に
こ
の
よ
う
な
経
済
に
於
い
て
は
、
経
済
の
発
展
過
程
に
於
い
て
、

外
国
貿
易
に
依
る
抑
制
条
件
が
入
ら
な
け
れ
ば
、
民
産
物
価
格
の
趨
勢
的
主
向

l
i目
2
日
間
宮
内
庁

E
oロ
1
1
1
が
見
ら
れ
る
。

も
し

実
際
我
国

に
於
い
て
は
戦
前
迄
の
計
算
で
あ
る
が
米
側
率
|
|
米
の
価
格
指
数
を
一
般
物
価
指
数
で
除
し
た
も
の
|
|
の
趨
勢
的
上
昇
が
見
ら
れ

る
。
又
、
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
に
旬
、
め
型
の
支
配
的
な
固
で
は
、
短
期
向
動
揺
を
別
に
し
て
、
投
産
物
価
格
の
趨
勢
的
下
落
と
過
剰
生
産

ハQ
O
)

が
民
業
問
題
の
中
心
と
な
る
。

済
経
学
研
究
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L. A. Metzler; Underemployment Equilibruim in International Trade. Econometrice Apr. 1942. 
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Ylt = Eo(l寸円)tとおき

Ylt = (C.α!ートCn':O)(1十sl)Y1t-l-sl (Cnl十C，，'20)Y1t-'2十円Zω(1十円)t~乙代入する。
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Joan Robinson ;‘Mr. Harrod Dynamics'; Economi巴 Journal，March， 1949. 

Readings in Business cycles and National Income， 1953再録， p. 235. 
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初
-
-
吋
民
田

210【同
U
4
F
A
U
時
吋
mw《
凶
由
。
u
B
H
O
a陰
口
出
白
血
P
M〉
〕
[
由
臼
タ

-v
・
Mm-

邦
訳
、
ハ
ロ
ツ
ド
景
気
循
環
論
、
宮
崎
・
浅
野
訳
、
昭
一
二
O
、
一
七
頁
。

農
産
物
の
長
期
的
価
格
趨
勢
に
就
て
は
次
の
優
れ
た
研
究
が
あ
る
。

大
川
一
司
、
農
業
の
動
態
分
析
、
昭
二
九
。

(8) 

四

一
つ
の
政
策
論
的
考
察
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我
国
の
よ
う
な
小
股
経
済
会
合
む
国
民
経
済
の
分
析
に
於
て
は

そ
の
様
成
要
因
の
ヘ
テ
ロ
ジ
ェ
ユ
テ

l
(甘
え
o
g
m叩
号
庄
司
)
を
筒
題

に
す
る
考
え
方
ぷ
、
支
配
的
の
よ
う
に
忠
わ
れ
あ
。

こ
れ
は
一
方
の
紬
に
非
資
本
家
的
経
営
を
持
続
し
て
を
り
、
そ
れ
故
に
極
め
て
停
滞
的

な
炭
業
が
存
在
し
、
他
方
の
紬
に
は
資
本
家
的
精
神
に
貫
か
れ
、
明
治
以
来
急
激
な
発
展
を
遂
げ
た
工
業
が
あ
り
、
前
者
は
経
済
活
動
に

於
て
常
に
受
動
的
で
あ
り
、
後
者
は
常
に
能
動
的
で
あ
る
と
云
う
考
え
方
で
や
め
る
。
こ
れ
は
明
治
以
来
の
両
部
門
に
於
る
所
得
比
率
の
変

化
か
ら
も
実
証
さ
れ
る
所
で
あ
っ
て
、
民
業
が
一
ぷ
退
産
業
で
あ
り
、

工
業
が
拡
張
産
業
で
あ
る
と
云
わ
れ
る
所
以
で
あ
る
コ
前
節
迄
に
こ

の
両
部
門
の
茨
退
拡
張
と
云
う
内
容
の
解
明
か
」
一
応
終
え
た
か
ら
こ
こ
で
は
茨
退
産
業
た
る
段
業
を
引
上
げ
る
た
め
の
政
策
的
な
問
題
に

少
し
触
れ
よ
う
。

所
で
政
策
論
的
に

に
接
近
す
る
に
め
の
準
備
と
し
て
先
ず
対
象
と
す
る

の
性
格
規
定
が
何
よ
り
も
必
要
で
あ
る
。
先
に
述
べ

経
済
学
研
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経
済
の
循
環
、
農
業
の
成
長

清
水
川

ア
メ

カ
の
主
要
な
関
Jし、

は
3) 
乃

三宮}
の

形

た
よ
う
に
我
国
の
直
面
し
て
い
る
の
は
先
に
述
べ
た
類
型
か
ら
は
勾
乃
宝
引
の
形
で
あ
り
、

に
あ
る

。
前
者
は
農
産
物
需
要
の
伸
長
に
対
し
て
生
産
面
で
の
適
応
が
緩
慢
な
る
た
め
、
供
給
が
固
定
的
或
は
そ
の
仲
長
速
度
が
相
対
的

に
小
さ
い
場
合
の
問
題
で
あ
り
ρ

価
格
の
面
か
ら
は
セ
キ
ユ
ラ

l
・
イ
シ
プ
レ

I
V
ョ
シ

(ω2ロ
H
R
E泊
三
日
。
ロ
)
が
必
然
的
と
な
る
。

ツー

しー

れ

に
対
し
後
者
は
農
産
物
需
要
の
伸
長
速
度
が
相
対
的
に
上
回
っ
て
い
る
場
合
の
問
題
で
、

価
格
の
a

白
か
ら
は
セ
キ
ユ
ラ

1
・
デ
フ
レ

l

v

ヨ
シ

(ω2己
問
門
同
O
山
田
E

片
山
。
ロ
)
の
過
程
で
あ
る
。

て
考
え
ら
る
べ
き
で
あ
る
。
従
来
海
外
貿
易
が
r

目
白
に
行
な
わ
れ
て
い
た
間
は
、
全
世
界
的
に
は
こ
の
間
に
調
整
が
行
な
わ
れ
て
、

も
ち
ろ
ん
こ
の
類
別
は
固
定
的
な
も
の
で
は
な
く
、

国
民
経
済
の
発
展
段
階
に
対
応
し

均
衡

が
成
立
し
て
い
た
と
考
え
て
も
良
い
。
し
か
し
、
種
々
な
る
原
因
で
正
常
な
貿
易
状
態
が
撹
乱
さ
れ
、
或
は
炭
産
物
の
輸
入
が
国
民
経
済

上
の
負
担
と
な
り
、
或
は
各
国
に
於
て
両
部
門
で
の
労
働
一
雇
傭
の
調
整
が
重
要
な
関
心
事
と
な
っ
た
り
す
る
と
、
個
別
国
家
間
の
特
徴
的

な
経
済
構
造
の
差
が
露
呈
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
以
上
我
々
は
一
つ
の
政
策
的
な
問
題
を
取
扱
う
に
当
っ
て
、

そ
の
対
象
の
性
格
を
規

一ー 142一回

定
す
る
事
が
重
要
で
あ
る
事
を
述
べ
た
の
で
あ
る
が
、
対
象
の
性
絡
を
政
策
的
目
標
と
の
関
述
に
於
て
考
え
る
な
ら
ば
こ
れ
は
最
早
自
明

の
事
で
あ
る
。
例
え
ば
農
産
物
の
価
格
支
持
政
策
に
し
て
も
、

ア
メ
リ
カ
の
も
つ
問
題
は
如
何
に
し
て
農
産
物
価
格
の
実
質
的
な
下
落
を

阻
止
し
得
る
か
が
問
題
で
あ
り
、
今
日
の
我
国
の
問
題
は
国
民
経
済
と
の
考
慮
に
於
て
如
何
に
し
て
低
廉
な
る
米
価
を
確
保
す
る
か
の
間

題
で
あ
る
。
今
我
国
の
民
業
が
長
期
的
に
見
て
需
要
超
過
型
で
あ
り
、

そ
れ
故
に
外
的
抑
制
条
件
が
入
ら
な
け
れ
ば
農
産
物
価
格
の
セ
キ

ユ
ラ

1
・
イ
シ
プ
レ

l

v
ョ

γ
は
不
可
避
で
あ
り
、

こ
れ
は
単
的
に
云
っ
て
需
要
の
伸
長
に
対
す
る
生
産
側
の
適
応
が
農
業
内
部
か
ら
は

極
め
て
綬
没
に
し
か
生
じ
な
い
事
を
意
味
し
た
。
生
産
側
の
適
応
過
程
を
促
進
す
る
た
め
に
は
農
業
に
於
て
純
投
資
の
増
大
が
必
要
と
さ

れ
る
。
こ
れ
が
近
時
に
な
っ
て
農
業
に
対
す
る
積
極
的
な
投
資
が
提
唱
さ
れ
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
民
業
に
対
す
る
投
資

の
中
に
は
、
単
に
産
出
量
を
増
大
す
る
と
云
う
目
的
の
も
の
だ
け
で
は
な
く
、

農
業
内
部
の
潜
在
失
業
人
口
を
解
消
す
る
、
試
は
非
農
業

に
於
け
る
失
業
人
口
を
農
業
内
部
で
雇
傭
す
る

と
云
う
よ
う
な
問
題
も
入
る
か
ら
単
純
で
は
な
い
が
、
基
本
的
な
目
標
は
以
上
の
如
く



で
あ
る
と
解
す
る
。
こ
の
場
合
農
業
内
部
で
は
純
投
資
が
少
な
く
、
市
も
質
的
構
成
に
於
て
短
期
に
回
収
す
る
事
が
意
図
さ
れ
る
投
資
が

そ
の
主
要
部
分
で
あ
る
と
云
う
事
実
が
、
そ
の
特
徴
的
性
絡
と
し
て
存
在
し
、
而
も
逆
に
、
民
業
内
部
の
貯
蓄
は
農
業
で
投
資
化
さ
れ
な

い
で
、
民
外
産
業
に
流
出
し
て
逆
に
非
設
業
の
成
長
を
促
進
す
る
と
述
べ
た
が
、
以
上
の
事
業
を
承
認
す
る
な
ら
ば
、
農
業
に
於
け
る
産

出
量
の
伸
長
を
期
待
出
米
る
よ
う
な
長
期
的
性
格
の
投
資
は
外
部
か
ら
与
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
れ
に
就
て
は
既
に
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
レ

ー

νョ
ニ
ン
グ
(
白
山
古
芹
由
巳

-
g位
。
旦
口
問
)
の
項
で
説
明
し
た
よ
う
に
、
非
農
業
か
ら
の
白
由
な
資
本
移
動
が
行
な
わ
れ
難
い
事
情
が
あ

(
1

一
v

る
。
従
っ
て
民
間
投
資
に
期
待
し
得
な
い
場
合
、
強
制
的
な
意
味
を
も
っ
た
投
資
が
必
要
と
さ
れ
る
。

こ
れ
が
農
業
生
産
面
に
対
す
る
公

共
機
関
に
依
る
政
府
投
資
の
も
つ
意
味
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
政
府
投
資
は
独
立
投
資
の
性
格
を
も
ち
、
民
間
投
資
の
大
部
分
は
誘
発
投

資
と
し
て
の
性
格
を
も
っ
。
誘
発
投
資
は
需
要
濃
加
に
依
っ
て
誘
発
さ
れ
る
投
資
で
あ
っ
て
、
直
接
に
利
潤
目
標
に
依
っ
て
貫
か
れ
る
。

独
立
投
資
も
基
本
的
に
は
利
潤
目
標
に
依
っ
て
貫
か
れ
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、

し
か
し
そ
の
機
能
及
び
目
的
は
少
し
く
複
雑
で
あ

-143ー

る
。
例
え
ば
下
村
治
氏
の
解
釈
で
は
「
独
立
投
資
は

ν
ユ
シ
ペ

l
タ
l
の
所
謂
企
業
者
の
新
結
合

Z
2
0
問。
Bσ
古
川
邑
oロ
を
裏
付
け
る

投
資
」
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
誘
発
投
資
は
経
済
の
自
律
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
起
動
因
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
独
立
投
資
は
斯
る
自
律
的

メ
カ
ニ
ズ
ム
に
対
し
て
は
外
生
的
に
与
え
ら
れ
る
と
云
う
通
常
の
解
釈
を
採
れ
ば
、
例
え
ば
不
況
時
に
於
け
る
失
業
救
済
の
た
め
の
政
府

に
依
る
公
共
事
業
に
対
す
る
政
府
投
資
、
或
は
各
種
の
生
産
補
助
金
迄
を
含
む
政
府
の
財
政
投
資
は
い
ず
れ
も
外
生
的
な
投
資
で
あ
る
が

主
と
し
て
政
策
的
な
役
割
を
担
な
う
も
の
で
あ
っ
て
、
利
潤
目
標
は
第
二
義
的
と
考
え
ら
れ
て
も
良
い
。
即
ち
農
業
生
産
面
に
対
す
る
政

府
投
資
の
如
き
は
、
民
間
投
資
に
期
待
し
得
な
い
部
分
を
埋
め
る
事
を
目
標
と
す
る
も
の
で
、
そ
の
限
り
農
業
生
産
に
と
っ
て
は
外
生
的

そ
の
場
合
国
家
的
に
生
産
の
伸
長
を
期
待
す
る
と
云
う
事
が
第
一
の
日
様
で
あ
り
、
利
潤
目
標
は
第
二
義
的
な
意
味
し
か
有
た

で
る
う
、

ν
j
i
 

ぬ
事
が
考
え
ら
れ
る
。
民
間
投
資
に
対
す
る
政
府
投
資
(
公
共
投
資
)

の
差
呉
は
目
標
及
び
機
能
の
一
両
面
か
ら
問
題
に
さ
る
べ
き
で
あ

る
。
次
に
は
か
か
る
政
府
投
資
が
i

如
何
な
る
形
で
入
る
か
が
先
ず
問
題
で
あ
る
。
例
え
ば
不
況
期
に
於
け
る
農
家
救
済
資
金
の
如
き
は
、

経
済
学
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経
済
の
循
環
、
農
業
の
成
長

清
水
川

単
に
農
家
の
消
費
支
出
に
対
す
る
補
填
部
分
と
し
て
費
消
さ
れ
る
も
の
で
、
生
産
面
に
対
す
る
効
果
は
ゼ
ロ
で
あ
る
。
各
種
の
農
家
補
助

金
も
大
な
り
小
な
り
幾
つ
か
の
階
程
を
経
て

生
産
面
に
投
下
さ
れ
る
迄
に
漏
出
部
分
(
円

gEmo)
を
生
じ
て
、

生
産
効
果
が
所
期
の

水
準
よ
り
も
低
い
と
云
う
の
が
一
般
で
あ
る
。
従
っ
て
実
際
に
投
下
さ
れ
る
資
本
に
就
て
云
え
ば
、

か
よ
う
な
漏
出
部
分
を
出
来
る
だ
け

土
地
改
良
投
資
、
或
は
経
営
改
善
(
経
営
の
多

少
な
く
し
、
可
能
な
る
限
り
生
産
面
に
直
接
投
入
さ
れ
る
事
が
望
ま
し
い
。
開
拓
投
資
、

角
化
、
民
間
資
本
設
備
の
増
加
)
の
た
め
の
投
資
な
ど
は
生
産
効
果
を
直
接
に
も
つ
で
あ
ろ
う
。

次
に
ど
れ
だ
け
の
量
の
投
資
が
農
業
の
衰
退
を
引
上
げ
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
か
は
、
そ
の
国
民
経
済
に
於
る
農
業
と
非
農
業
の
成
長

の
隔
差
の
度
合
い
と
、
国
民
経
済
的
要
請
に
依
存
す
る
。
所
で
今
、
農
業
と
非
農
業
の
成
長
の
隔
差
を
縮
め
る
た
め
に
、
或
は
国
民
経
済

的
要
請
が
強
く
働
い
て
、
相
当
大
量
の
投
資
が
農
業
に
対
し
て
外
生
的
に
与
え
ら
れ
た
も
の
と
し
よ
う
。
こ
の
場
合
、
国
家
の
財
政
上
の

方
針
が
問
題
で
あ
る
が

仮
に
均
衡
財
政
を
維
持
す
る
事
を
建
前
と
し
て

公
共
投
資
の
た
め
の
資
金
を
租
税
収
入

若
し
く
は
公
債

-144ー

(
確
定
利
付
債
券
i
償
還
準
備
金
は
年
々
積
立
て
ら
れ
る
も
の
と
し
て
)
の
形
で
購
う
と
す
れ
ば
、
全
体
と
し
て
民
間
投
資
意
慾
の
減
退
、

消
費
需
要
の
減
少
等
へ
正
)
の
効
果
を
相
殺
す
る
(
負
)
の
効
果
が
弛
く
働
く
か
ら
、
結
果
は
可
成
り
割
引
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
次
に
赤
字
財

政
を
己
む
な
く
採
用
す
る
と
し
て
、
中
央
銀
行
の
信
用
創
造
に
依
り
投
下
資
金
を
調
達
す
る
場
合
が
芳
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
は

イ
シ
プ
レ

1
ν
ョ

γ
を
惹
起
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
且
つ
信
用
創
造
の
限
界
も
限
ら
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、

一
時
的
な
方
針
は
別
と
し
て

も
長
期
的
に
述
年
資
本
投
下
を
必
要
と
す
る
よ
う
な
、

目
下
の
問
題
に
応
え
る
政
策
と
し
て
は
無
理
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
農
業
に
対

す
る
政
府
投
資
を
論
ず
る
場
合
に
も
財
政
的
に
種
々
の
問
題
の
生
ず
る
事
が
予
想
さ
れ
る
。
所
で
無
制
限
な
信
用
創
造
を
行
な
う
こ
と
は

事
実
上
不
可
能
と
し
て
、

農
業
に
対
し
て
相
当
大
量
の
公
共
投
資
を
行
な
う
こ
と
は
、
非
農
業
に
於
け
る
資
本
の
農
業
に
対
す
る
強
制
的

な
移
動
と
考
え
て
よ
い
。
こ
の
結
果
は
見
や
す
い
事
で
あ
る
。
非
農
業
か
ら
控
除
さ
れ
た
資
本
は
、
非
農
業
の
成
長
速
度
を
緩
め
る
事
に

な
る
で
あ
ろ
う
し
、
農
業
に
対
し
て
そ
れ
だ
け
の
投
資
が
外
部
か
ら
与
え
ら
れ
る
と
云
う
事
は
、
農
業
自
体
の
成
長
速
度
を
高
め
る
で
あ



ろ
う
。

か
よ
う
に
し
て
農
工
聞
の
成
長
隔
差
の
縮
少
は
実
現
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、

こ
の
事
は
国
民
経
済
全
体
の
成
長
の
問
題
と

は
別
で
あ
る
。
非
農
業
農
業
間
の
資
本
移
動
が
国
民
経
済
全
体
の
成
長
に
与
え
る
効
果
は
、
両
部
門
の
国
民
経
済
に
対
し
て
も
つ
ク
エ
イ

ト
に
依
存
す
る
。
我
々
が
前
提
し
た
よ
う
な

一
方
の
軸
に
停
滞
的
な
小
農
経
済
が
あ
り
、
他
方
の
軸
に
発
展
的
な
非
農
業
の
経
済
が
あ

る
と
云
う
、
混
合
経
済
の
モ
デ
ル
で
は
非
農
業
|
農
業
の
資
本
の
強
制
的
移
動
は
国
民
経
済
全
体
の
成
長
を
減
速
す
る
で
あ
ろ
う
。
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即
ち
均
衡
成
長
の
場
合
成
長
率
一
定
問

込
。
な
る
資
本
を
控
除
さ
れ
た
場
合
は
成
長
速
度
が
落
ち
問
、

さ
れ
る
問
。

逆
に
み
。
な
る
資
本
を
附
加
さ
れ
た
場
合
成
長
速
度
は
加
速

以
上
は
両
部
門
に
於
け
る
資
本
の
生
産
性
と
云
う
見
地
か
ら
見
て
も
明
瞭
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
問
題
の
解
決
は
農
業
生
産
物
の
生
産

確
保
に
対
す
る
国
家
的
要
請
の
強
度
に
依
存
す
る
。
従
っ
て
政
策
的
に
は
、
問
、
発
展
し
て
行
く
非
股
楽
部
門
よ
り
相
対
的
に
衰
退
し
つ

つ
あ
る
農
業
部
門
え
の
資
本
移
動
を
行
な
う
事
に
依
り
両
部
門
の
成
長
の
隔
差
を
縮
少
す
る
。
そ
の
場
合
全
体
と
し
て
の
国
民
経
済
の
成

-146ー

長
の
低
下
を
甘
受
す
る
。
問
、
或
は
産
業
間
の
成
長
の
開
差
に
ふ
れ
ず
に
需
要
超
過
分
を
全
て
海
外
貿
易
に
依
存
す
る
か
。
以
上
の
二
つ

に
態
度
決
定
を
追
ら
れ
る
事
と
な
る
。
而
し
て
こ
れ
が
我
国
の
如
き
停
滞
的
な
小
股
経
済
を
抱
え
た
混
合
経
済
国
の
今
日
の
課
題
で
は
な

か
ろ
う
か
。

補

5̂-' 
iiHD 

第
四
節
の
政
策
論
的
考
察
は
労
働
一
履
傭
の
問
題
を
含
め
て
考
え
れ
ば
些
か
複
雑
で
あ
る
。
農
業
と
非
農
業
と
の
間
で
労
働
雇
傭
に
関
し

て
問
題
と
さ
れ
て
来
た
の
は
主
と
し
て
労
働
の
非
流
動
性

-
B
B与
巴
々
即
ち
労
働
市
場
の
不
完
全
競
争
的
性
格
と
云
う
角
度
か
ら
で

あ
っ
た
。

こ
れ
は
両
者
の
生
産
条
件
の
相
異
説
は
そ
れ
か
ら
派
生
し
て
来
る
生
産
技
術
に
対
す
る
熟
練
度
の
相
異
が
原
因
と
し
て
挙
げ
ら



れ
る
。

い
ま
労
働
力
の
配
分
に
関
す
る
市
場
の
不
完
全
競
争
性
と
云
う
前
提
を
除
去
し
、
労
働
力
移
動
に
関
す
る
障
害
が
除
去
さ
れ
た
と

そ
の
場
合
先
に
述
べ
た
様
な
非
農
業
か
ら
農
業
え
の
資
本
の
強
制
的
移
動
が
起
っ
た
と
す
る
。
所
得
に
関
し
て
は
こ
の
場
合
両
部

す
る
。

門
を
比
較
し
て
農
業
の
成
長
速
度
が
加
速
さ
れ
、
非
農
業
で
は
減
速
す
る
、
総
体
と
し
て
見
た
国
民
所
得
の
成
長
は
両
部
門
の
資
本
の
生

産
性
に
依
存
し
、
我
々
の
構
想
で
は
そ
の
場
合
、
国
民
経
済
の
成
長
速
度
は
落
ち
る
で
あ
ろ
う
と
見
た
。
而
し
こ
れ
に
労
働
雇
一
備
の
問
題

を
入
れ
る
た
め
に
は
、
更
に
両
部
門
に
於
け
る
雇
傭
の
所
得
弾
力
性
を
考
慮
ぜ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
時
に
主
と
し
て
問
題
に
な
る
の
は
民

業
部
門
で
の
一
辰
一
備
の
実
態
で
あ
っ
て
、
設
業
で
は
今
日
大
量
の
潜
在
失
業
者
を
有
し
全
体
と
し
て
、

ア
ン
ダ
ー
エ
シ
プ
ロ
イ
メ
ン
ト
(
低

位
生
産
性
履
備
、
過
剰
就
業
)

の
状
態
に
あ
る
事
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
現
実
の
農
業
の
労
働
人
口
は
、

そ
の
労
働
生
産
性
を
顕

慮
せ
ず
に
授
業
内
部
で
吸
収
し
得
る
実
態
を
示
す
だ
け
で
非
農
業
と
の
正
常
な
意
味
で
の
労
働
一
雇
備
の
キ
ヤ
パ
ジ
テ
ー
を
比
較
し
得
る
も

の
で
は
な
い
。
こ
う
云
う
点
で
非
農
業
か
ら
農
業
え
の
資
本
の
強
制
的
移
動
が
あ
り
、
そ
れ
に
つ
れ
て
農
業
え
の
労
働
の
流
出
が
あ
っ
た

と
し
て
も
生
産
条
件
に
変
化
が
な
け
れ
ば
表
面
上
は
民
業
の
労
働
吸
収
力
を
増
し
た
よ
う
で
、

そ
の
実
は
内
部
的
に
ア
ン
ダ
ー
エ
シ
プ
ロ

-147-

イ
メ
シ
ト
の
状
態
を
激
化
す
る
可
能
性
も
あ
る
。
更
に
農
業
に
対
す
る
投
下
資
本
の
技
術
的
性
格
も
重
要
で
あ
る
。

俸
の
問
題
に
必
ず
附
随
す
る
論
点
で
あ
る
が
、
農
業
に
於
て
も
こ
れ
は
例
外
で
な
い
。

只
し
こ
の
問
題
は
麗

戒
感
一
細
説
。
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即
ち
投
資
の
増
加
に
対
応
す
る
両
部
門
の
雇
傭
増
加
の
比
較
は
一
雇
一
傭
の
所
得
弾
力
性
と
労
働
及
び
資
本
の
平
均
生
産
力
に
依
存
す
る
。

市
場
面
で
の
農
産
物
は
民
間
同
投
資
の
対
象
に
は
な
る
。
例
え
ば
投
機
的
な
農
産
物
の
売
買
等
。
而
し
生
産
面
に
は
入
ら
な
い
。

下
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土
地
改
良
投
資
の
性
格

(3) (Z) (1) 

陣降雨も

、
恥，

普
通
の
意
味
の
資
本
と
し
て
は
資
本
の
増
投
に
従
っ
て
。
ロ
仲
間
話
け
総
量
は
増
加
す
る
。
而
し
土
地

改
良
投
資
の
よ
う
な
投
資
は
一
方
に
於
い
て
巧

B
E
2日0
口
同
ロ
ロ
ロ
位
。
ロ
を
岳
山
崎
け
さ
せ
る
か
ら

も
。
己
℃
己
増
加
に
対
す
る
結
果
は
累
加
さ
れ
る
。
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